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持
問
又
は
弘
行
は
に
よ
る
白
司
、

不
当
に
～
長
く
抑
留
つ
人
は
わ
栄
さ
れ
七
後
の

t
H
3？
と
心
総

市一
4
W
Uハ
一
九
条
一
療
は

強
制

ι岩
に
さ
れ
た
も
の
－
て
必
い
疑
の
あ
る
日
白
は

」
れ
を
副
拠
と

F
る
ご
と
が
て
き
な
い
」

才L
Vφ 

「
強
制

V
4
7
月
吋
J

1

J
R
R
 

と
d

記
め
る

し
く
は
品
村
民
に
よ
心
一
は
F

パ
又
は
小
斗
二
回
比
く
抑
腎
若
し
く
は
υ

阿
川
県
’
さ
れ
と
殺
の
一
は
yJは、

こ
れ
ー
ピ
止
拠
2
す
る
こ
と
が
で
き
と
い
」
戸

定
め
る
憲
法
一
一
八
条
一
項
を
受
け
た
必
定
と
さ
れ
、

内
規
定
の
関
係
い
つ
い
て
は
議
論
が
な
い

b
H
で
は
な
い
が
、

1
T
L
こ
L
J

仁
、

L
dオ
L
t
ぱ

づ

h

れ
ら
の
出
品
一
亡
、
引
い
心
め
る
う

ι拠
法
則
は
、

と
呼
ば
れ
て

L
る
c

一
殺
に
、

自
作
法
則
あ
る
い
は
「
内
内
川
除
法
則

h

一
の
円
い
抗
除
作
則
に
閑
’
ご
し
は
、

ー
実
質
的
波
艇
あ
る
い
は

が
十
什
在
叶
」
を
め
ぐ
っ
て
議
論
古
辰
聞
き
れ
て
き
た
J

ず

。〕

な
わ
ち
一
、
強
制
、
持
問
L

ム
L
く
は
脅
迫
に
よ
る
出
p

一
又
は
ポ
巾
に
長
く
仰
科
L

ム
L
く
は
ね
立
さ
れ
た
伎
の
河
竹
」

な
い

L
「
強
制
、

拷
問
又
は
脅
迫
に
k

る
ゴ
巳
、

小
中
↓
に
長
〈
抑
明
え
は
れ
れ
4

祭
さ
引
い
れ
ん
一
後
三
コ
phり
て
の
池
つ
－

5
に
さ
れ
た
も
の
で
ぽ
1
j況
の
あ
る
斗
円
」

が
山
拭
叫
リ
ポ
の
事
実
認
定
に
供
、
1
9れ
る
証
拠
か
ら
か
ヘ
バ
穴
れ
る
坪
山
に
河
J
o
J
Q
L
本
的
な
考
え
方
と

L
て
、
虚
偽
か
除
、
人
権
擁
湾
、
山
港

法
排
除
正
一
一
つ
の
議
泌
が
が
J

け
ら
れ
、

実
質
的
桜
山
県

に
つ

w

て
は
、
こ
の
う
ち
の
レ

オ
リ
十
ド
、

I
U
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J

l
k
H只
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に
求
め
る
見
解
只
体
的
に
は
、
同
法
則
の
実
質
的
校
拠
主
、
明
偽
排
除
仁
三
人
権
締
設
に
ふ
ず

めで
るな
説〈

4粁そ
I .占 0)
性健
?11 ＂数

長了弱小ペフ！
？ミ fイ1 ,. 
h ？宅
ーて F丘
三包 ノ
討

に遣
の去
羽仁
除

求
グ〉

市
偽
排
除
、
人
権
擁
議
お
F

仇び

fγ
仏
排
除
の
一
釘
幻
ー
一
一
一
合
に
J

併はめる

ーム

川3

「1~
i2 

〆
士
三
，
で
、
こ
の
よ
う
に
、
片
山
ハ
排
除
法
則
の
一
長
質
的
税
拠
t
J
v
－
、
喰
偽
排
除
、
人
権
擁
護
お
れ

υ違
法
排
除
の
う
九
け

つ
ま
に
は
一
一
つ
の
が
み
ら
口

In－－1
に
求
め
る
見
解
は

日

γれ
ら
の
論
拠
小

お
可
い
に
休
刊
除

L
あ
苧
つ
も
り
で
は
日
：
、
日
一
心
社
拠
法
則

む川人同日

rJ恨
拠
J
し
L

共
存
ま
た
ぼ
、
止
存
14能
で
丸
る
と
の
J4
訣九
A

立
刷
誌
ー
ム
ゆ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
一
「

の
前
川
ん
に
つ
い

L
は
、
社
向
さ
れ
る
こ
と
も
ム
め
る
民
j

山
、
そ
の
駐
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
る
ご
と
も
少
な
く
芯
い
（

七
と
え
ば
、
違
芯
矧
除
、
よ
人
権
品
防
護
の
間
川
県
に
ワ
い
て
は
、

不
任
意
2

と
日
を
品
川
一
秘
椛
M
m
J
人
格
古
川
沿
宝
口
し

し
て

そ
れ
い
り
り
い
荷
主
位
保
す
令
え
め
に
対
除
じ
よ
う
2
す
る
人
縫
い
併
殺
説
は
、

紛
れ
も
な
く
、
注
十
日
計
除
説
の
山
内
心
部
分
と
考
え
方
を
共
通
に

ま
に
、
虚
偽
訓
除
と
達
氏
州
除
の
悶
係
に
つ
い
て
も
、

J
品
川
偽
州
除
批
1
／
一
斉
え
ど
v
u
、
・
制
九
台
絞
悶
り
取
村
州

ぺ
（
り
安
心
w」
が
ー
を
も
考
慮
し
て
い
る
出
で
は
、
違
反
州
除
説
と
川
十
一
日
つ
芯
い
」
と
の
持
怖
が
な
さ
れ
て
い
る
と
ま
土
、
日
当
初
除
法
則
の

ーェにい
4

0

L

Y
｝

池
田
立
川
持
仏
関
ず
る

yJ、
ス
方
に
つ
い
て
も
、
か
ね
て
か
ら
、
鹿
偽
排
除
と
人
格
納
議
問
、
白
円
の
伴
者
性

の
十
有
無
に
、
れ
J
K
求
め

る
内
に
お
い
て
を
れ
そ
れ
の
論
拠
が
想

ι寸
る
「
任
者
性
」

の
H
ハ
甘
的
内
容
に
は
芸
恩
ハ
が
あ
る
と
〕
て
も
共
通

F
る
宝
山

／
）
さ
れ
亡
き
て
n

ま
た
、
最
近
で
は
、
吋
法
則
心
地
閉
じ
H
を
小
引
ー
意
つ
い
円
い

の
ぷ
除
に
ぶ
め
匂
卜
照
偽
北
除
説
、

人
権
附
開
設
一
抗
お
γ
ロずい任

百
件
説
を
批
川
け
し
て
、
－
h
t～
十
円
以
長
’
H
’t
」
の
川
町
除
に
求
め
る
べ
き
」
y

」
を
士
張
ず
る
進
法
排
除
μ
況
に
つ
い
て
さ
、
ぇ
、
任
主
性
説
ζ

必

ず
）
も
千
屑
一
0
2

ヅ
匂
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
排
除
ぷ
河
台
台
p
円
つ
つ
、
よ
り
広
い
範
一
匹
に
及
ぶ
ザ
除
本
準
JUγ

－1
d
守
必
し
に
手
議
」

C
あ

L
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と
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を
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差
異
を
相
対
九
%
し
つ
つ
、
同
法
則
な
、
そ
の
よ
う
な
一
目
白
保
玖
の
、
、

fJr
二l
－
閣
は
査
機
関
に
よ
る
岐
点
一
門
の
子
段
し
）
し
て
の
一
許
容
け
を
問

晴
ゆ
と
よ
る
ポ
拠
法
則
と
1

二
し
埼
閑
却
す
る
こ
と
が
妥
川
で
あ
令
か
に
つ
い
て
口

、
問
叫
！
日
f
h
rホ
J

ド
つ
「
C
ま
う
A

J

o

一

5

「
；
i
k
l
i
f

；：、

h

一
心
問
－
訟
を
検
討
「
る
た
め
に
は

込
町
一
法
排
除
一
説
が
間
認
〆
二
J
J

る
ζ

ご
ろ
の
）
授
笠
際
関
に

t
Q
一
た
の
一
品
川
間
の
作
戎
な
い
し
以

集
方
法
の
肢
A
H
η

手
vJhv／｝

L
て
の
許
容
性
／
）

を
止
の
一
北
川
悦
を
ぷ
司
一
川
に
－
士
h
w
事
実
認
定
に
供
す
る
三
め
り
バ
JU性
心
潟
係
一
般
に
つ

い
亡
、
改
吟
て
げ
必
件
以
慾
を
加
え
て
お
く
必
吹
が
占
め
る
よ
う
に
つ
ωわ
れ
る
口
こ
の
町
、
停
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
日
ら
な
い
の
は
、
凶
ロ
ム
H
絞

賓
が
授
A
H
L
－
の
判
的
を
達
成
す
る
た
訟
に
一
心
心
証
拠
の
ぷ
取
手
段
を
川
い
る
、
一
と
か
詳
存
さ
れ
る
か
γ
り
か
の
閉
山
市
ゅ
は
、
7

し
の
結
米
科

成
な
L
し
収
集
さ
れ
た
一
社
拠
に
政
判
所
の
挙
実
一
北
山
に
泣
す
る
資
絡
が
一
花
め
ら
、
れ
る
か
2

む
か
の
内
怒
と
は
、
少
な
く
と
も
町
内
へ
耐
ぃ

制
に
諸
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
お
る
と
い
》
つ
こ
と

ず
な
わ
ら

捜
査
機
院
に
よ
る
誠
犯
の
作
以
な
い
し
以
菜

違
抗
日
d
W
4
つ
に
と
し
マ
も
、
そ
の
と
と
口
体
か
ら
直

); 
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政
判
所
（
山
事
実
認
定
に
供
す
る
た
め
の
－
述
怖
が
再
定
主
れ
る
わ
け
で
は
な
い
ご
と
は
そ
の

か
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
作
ば
ど
い
し
収
集
さ
れ
七
一
前
拠
ー
ピ
排
除
寸
べ
き
私
命
三
呼
く
た
め
に
、
茂
沃
収
集
一
前
拠
州
除
法
則
の

h
J
L
ムぷ
1
、E

戸1.?J. 
を
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る
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－F
れ
を
、
的
収
拠

の
お
の
下
に
、
違
法
凶
k
h
H
釘
止
論
や
司
法
の
呈
取
性
ヘ
削
等
、
多
か
れ
少
な
し
mJ
れ
政
策
F

川
な
論
拠
vm’
援
用
さ
れ
る
こ
b
f

ム
ム
元
小
川
川
、

ひ
と
く
ち
に

の
作
成
・
以
集
ア
統
一
の
「
選
法
」

t
い
ヮ
て
も
、
干
れ
は
、
山
一
」
尚
三
込
町
山
中
有

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
う

ず
る
お
々
司
法
規
胞
に
対
ず
る
抗
反

す
ぎ
ず
、
η

こ
の
小
人
質
的
判
容
は
市
民
反
の
対
象
こ
z
J
る
法
川
畑
地
の
巡
旨
に
よ
っ
て
異
仕
る

と
い
う
べ
き
と
為
る
が
、
こ
の
う
ち
、
そ
の
法
規
副
の
初
比
円
か
ら
行
持
、
的
に
司
拠
の
排
除
を
導
き
う
る
場
台
が
あ
る
と
十
J

れ
は
、

は
、
当
1
同
法
則
パ
軒
が
、
裁
部
一
川
の
卒
女
認
定
に
民
求
さ
れ
る
「
迫
止
社
ー
日

そ
れ
に
造
反
し
w
！
こ
域
一
取
？
れ
た
一
北
M
W
け
渋
川
ト
υ
刈
仏
軍
手
続
注
院
を
意
味
す
る
こ
、
と
に
な
｝
を
さ
な
場
合
〔
九
州
問
ら
れ
る
と
、
う
べ
さ
↑
〈
あ

、

〆

、

、

、

J

1F
〉

1

7

し小
μ
7
し

w
ρ
し九

っ
法
規
範
ぽ
、
そ
の
」
う
な
裁
判
所
の
宅
七
よ
定
hv一
日
計
こ
し
て
行
な
わ
れ
る
公
判

T
続
に



"", 
お
け
る
す
仰
の
な
一
調
べ
に
問
、
ご
し
は
存
自
し
て
も
、

に
つ
い
て
は
ほ
と
し
ど
存
立
し

授
ね
一
ハ
に
お
け
る
訂
正
拠
の
作
成
な
い
し
以
焦

な
い
。
す
仕
わ
弘
、
問
査
に
対
L
T
J
Q
渋
的
助
制
の
肢
は
、
「
被
何
人

の
手
続
的
z任
総
利
の
保
障
よ
り
も
、
れ
〕

L
ろ
「
処
庁
叫
川
品
私
有
」

ーム

川3

の
身
体
、

！

i
、

イ
ん

防
品
位
生
寸
の
山
長
μ
判
的
伝
ぬ
利
・
利
V

九
の
保
護
に
お
か
れ
て
い
る
た
め
、

段
見
1
「
円
的
で
仁
わ
れ
る
一
汁
拠
収
集
手
続
の
「
進

法
t

か
ら
、
適
rt
手
続
畠
＝
反
」
ド
；
ド
ぼ
け
法
出
と

L
f
J
d拠
休
刊
徐
か
寺
泊
れ
る
こ
、
と
は
ま
れ
な
の

C
占
め
る
n

こ
の
こ
こ
は
、
校
在
が
、
少
は
く
ζ
d
u
μ
昨

に
は
、
妓
奇
怪
お
よ
び
～
公
判
に
お
h

て
は
方
中
事
者
で
ふ
め
る
訴
追
随
の
権
限

一

、

〆

に
L
q
J
V
ν

ど
れ
さ
こ

と
目
立
、

r
f手
立
↓
1
l
h

八
九
一
方
慌
の
行
使
に
向
け
ら
れ
た
辛
件
調
新
市
J

刃
と
さ
れ
る
乃
一
に
汁
し
、

ヨ
家
刑
出
格
心
行
慢
の
悶
誌
と
迂
る

円
以
判
所
に
」
る
事
実
認
記
の
場
と
し
て
牧
市
此
つ
け
ら
、
れ
、
こ
の
J
う
な
各
事
実
所
明
一
沼
市
…
の
一
日
計
も
し
く
は
川
辛
子
続
？
に
の
付
日

ずつ
L
U
U

川、

性
格

に
応
じ
て
、

そ
の
芥
子
HrN
に
お
け
る
計
犯
の
作
成
な
い

L
収
集
に
関
す
る
U
的
対
制
の
ふ
り
わ
J

与
が
呉

め
る
い
は
メ
の

な
っ
て
く
る
こ
J

r
起
因
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
抗
十
斗
で
、
ま
さ
に
こ
の
一
」
よ
か
ら
、

1rμ

九
は
殺
伐
に
よ
ワ

し
収
記
さ
れ
た
証
惚
ヲ
に
あ
3

て
も
、
裁
川
叫
の
事
支
認
定
に
供
す
る
た
め
の
お
同
怖
が
い
内
定
さ
れ
る
%
台
が
あ
る
の
す
た
わ
ち
一
、

般
的

に
は
、
裁
判
所
い
引
と
く
N

i

r

－
体
判
決
権
行
使
の
川
相
と
い
て
守
山
ノ
事
実
認
定
に
は
、
聞
は
査
権
な
い
し
公
訴
権
行
伎
の
諮
問
紅
と
し
て
技
ん
ド

機
関
な
い
、
）
訴
追
機
関
に
よ
っ
℃
匂
わ
れ
る
布
市
南
す
の
帝
認
に
に
一
し
亡
、
よ
わ
高
援
な
「
過
半
性
あ
る
い
は

1
1位
性
が
安
？
ぶ
さ
れ

伝
聞
法
則
や
関
連
性
法
則
九
州
烈
的
に
み
ら
れ
る
「
て
つ
に
、

、

、

、

、

、

、

関
そ
の
州
仙
の
エ
体
に
よ
っ
て
適
法
に
採
較
さ
れ
ν
九

l

l

｜
そ
し
て
、
地
法
に
技
人
J

権
・
公
出
権
行
伎
の
い
わ
仕
様
／
7
v
て
用
い
つ
れ
た
｜
｜

る
た
め
、
た
と
え
ば
、

一
定
類
羽
の

二J
i

r
－－、

7
L
1ぞれ
Y

M
L
V

二

才

X

も
の
で
あ
っ
一
ー
よ
、
裁
判
所
に
よ
る
事
実
認
之
に
供
さ
れ
る
証
拠
な
い
1

〕
そ
の
ほ
取
過
紅
に
要
J
d
v
、
ら
れ
る
特
別
な
「
泊
ー
止
性
仕
い
し

一
－
止
確
性
」

り
山
昨
保
の
絞
山
ぃ

h
f
b
、
そ
の
正
処
能
力
が
が
定
さ
れ
る
、
）
／
了
内
あ
る
の
で
あ
る
。

i4 

こ
の
山
、
汁
H
F
』
排
除
法
則
に
つ
い
て
は
、
そ
の
円
相
用
対
象
」
な
る
ー
廿
出
l

は
、
そ
の
定
車
内
ト
九
日
に
設
問
人
白
身
心
位
い
川
川
ぺ
〈
あ

今
ノ
、
と
た
、

）

〉

「

う

L
V
2
1
イ
ド

4zt、、

l
h
J
1
2
H
 

持
問
r人
日
h
r
肖
叫
一

に
よ
い
沢
述
を
一
出
取
す
る
一
」
と
や
、

不
当
に
長
く
抑
留
又
は
列
挙

f
J
7
3
H
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情
マ
け
そ
の
こ
》
口
体
、

お
し
て
は
勿
論
の
い
と

お
い
て
も
許
さ
れ
な
い
ミ
乙
は
明
つ
し
か
で
あ
る
ν

同一の

苦
味
で
は
、
司
法
則
を
、
授
査
陣
内
問
に
よ
る
そ
の
－
T
？
な
司
自
同
体
取
町
一
般
公
手
投
こ
し
て
の
許
容
性
」
す
問
一
世
と

L
、
し
三
日
小
コ
て
、

ー
れ
に
埠
一
民
じ
て
採
奴
さ
れ
た
「
違
法
収
集
白
出
キ
昨
附
除
ず
J

る
こ
亡
を
泊
閉
じ
H
と一
j

る一
t
H
拠
法
則
「
〆
て
迎
用
す
J

る
戸
一
ノ
」
も
必
ず
じ
＆
一

λ

可
山
花
〆
｝
は
い
、
え
ま
い
U

）
か
し
、
こ
れ
げ
い
い
刊
し
て
は
、
ー
ι円
u丸山
t
H
一
一
川
の
趣
旨
仕
「
ヂ
任
意
斗
白
E

り
か
訟
に
本
め
る
u
l

ぬ
か
ら

心
誠
｝
一
巳
心
江
川
取
が

と
は
レ

不
当
」
程
駐
仏
と
ζ

ま
る
滋
合
に
も

川
法
山
川
町
に
よ
れ
J

口
山
口
が
叶
れ
旬
、
メ
れ

捜
査
の

T
設
と
し
て
必
ず
し
も
連
法

る
可
前
注
が
お
論
、
六
れ
て
き
に
し
ま
た
、
同
法
引
の
治
羽
諮
叫
に
つ

w

て
も
、
与
、
れ
を
、
捜
査
公
判
士
間

昨
川
市
苧
「
続
ぃ
訂
正
川
以

去しれ
ι
y
I
h
川
リ
バ
～
γ

げ吋ーに
J

円
以
／
＼
、

刑
事
手
続
外
で
な
人
に
よ
っ
て
一
以
取
さ
れ
に
わ
汁
サ
に
も
及
ぼ
寸
可
能
仲
代
も
指
抗
さ
れ

干γ

＇、c~ ,, 
u、

ド木
仁

点
汁
司
一
除
い
い
民
主

一
定
の
態
似
の
白
’
ゴ
採
取
に
つ
い
て
の
技
貸
手
段
と
し
て
の
許
容
性
を
川
市
尻
町
古
「
す
る
一
J
拠
｝
仏
政
と
い
う
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よ
り
も
、
む
し
ろ
、
「
強
制
、
持
問
え
は
科
目
泊
に
よ
る
白
門
、
上
中
当
二
試
く
い
灯
山
田
V
ん
は
拘
禁
さ
れ
た
切
慌
の
円
汀
ふ
の
他
存
立
に
さ
れ
た

hu
（
り
て
と
い
疑
の
あ
る
白
ム
ヨ
」
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
一
り
中
ド
ド
ト
－
認
定
に
位
h
fす
る
た
め
り
一
一
点
拠
と
し
て
の
流
格
ど
、
そ
の
「
逃
一

ι
f」
な

に
思
わ
れ
る
し

同
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同
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い
v
J

王
吋
性

の
併
用
聞
の
開
問
i

一dか
、
コ
声
援
に
否
一
心
す
る
独
特
［
の
託
拠
法
則
と
、
以
て
問
解
ャ
ー
る
こ
と
J
U
、
あ
る
い
問
、
可
阪
さ
あ
る
仇

よ
F
3
1
4
ど
「
ヘ

ー了、
7

9

f

f

J

c

山
出
排
除
法
則
の
迫
川
基
準
の
問
誌
は
、

十市の

o
h
一J
J
g味
で
の
計
陶
酔
法
則
と
1

）
て
の
基
本
的
性
唱
に
関
す
る
庄
鮮
に
も
川
村
智
を
与
え
う
る
ー
も
の
で
2

め
る
か
ら
、
定
法
衣
装
白

日
ー
二
一
れ
午i
芭
ゴ
出
t

の
差
異
！
な
相
対
化
計
’
る
、
｝
こ
に
は
依
垂
仕
態
度
が
U
主
相
手
、
れ
る
／
｝
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
ハ

l「〉

本
一
耐
に
お
い
て
は
、
以
上
心
ょ
う
日
問
題
対
心
か
ら
、
窓
法
一
一
八
粂
二
羽
お
よ
ヲ
川
一
品
法
二
九
条
項
が
定
め
る
一
司
円
折

五
質
前
畑
山
相
一

に
庁
い
す
る
ノ
釘
山
本
の
ぷ
け
ん
併
が
、

口
川
法
引
の
ム
γ
円
の
よ
う
J

げ
も
な
味
で
の
正
拠
法
引
と
し
て
乃

：：：ず

民
法
日
ハ

ιつ
い
「
に

プ
じ

じ〉



γ
ー
、
た
い
こ
の
よ
う
な
考
索
は

μJ
抗
除
法
則
の

基
＋
的
性
絡
に
つ
い
て
と
の
よ
う
に
坦
併
し

t
き
た
か
を
止
め
て
検
討
、
ご
と
ト
μ

介
人
ノ
え
で
、
そ
の
解
釈
寸
仰
の
川
門
構
成
を
試
み
る
こ
ー

"", 
ーム

川3

こ
克
1
4－
ゴ
斗
リ
「
一
主
将
」

3
0～ー一山川ピー小で九十
A

く

l
i
l
i
；
ー
：
；
j

i

l

i
－

－

一

；

ぷ
同
法
則

「
長
質
的
奴
拠
を
、
そ
の
↑
制
民
一
世
帯
刊
や
迎
い
い
川
約
問
を
め
く
る
説
諭
と
ム
引
機
的

間
述
什
法
則
、
走
法
収
集
計
拠
払
ー
除
法
則
与
の
仙
の
：
lfy
な

司
法
則
乙

副
拠
法
則
こ
り
冴
係
を
検
討
す
る
た
け
町
に
？
も

有
PH
日
開
山
口
を
ザ
一
位
い
じ
て
く
れ
る
も
の

－
）
沼
町
偽
叶
除
三
人
に
ほ
八
日
慌
た
川
一
読
め
い
ず
れ
か
1
L
一回
v

口
一
叶
除
法
則
心
唯

偽
排
ハ
ぷ
説
。
子
る
も
心
と
1

二
工
藤
ム
日
白
部
「
法
律
ιι
品
川
消
印
一
川
川
市
議
約
へ
長
一

チ！／）ザ也、じのと
L
て、

l
場
安
治
刑
宇
一
出
訟
法
一
市
川
北
「
心
主
相
、
改
日
出
、
一
九
一
札
二
年
ぜ

日
明
、
用
「
る
テ
説
。
は
よ
い
と
山
地
主
恋
心
任
白
色
～
A
b
c
一
令
足
以
神
山
師
説
を
ノ
〉
一
大

γ
る
同
日
肝
ζ

し
て
は
、
出
川
前
一
点
誌
へ
ζ

戸
い
日
法

市

川

違

J
A

排
除
説
の
－
h
H円

4
一
技
査
の
構
法
r

一
品
交
湖
、
一
九
七
色
）
ヘ
一
頁
以
い
［
三
角
口
の
万
拠
f
A

上
の
泊
代
）
｛

川
一
」
机
貯
』
可
ふ
ー
ん
阿
を
二
j

川
守

f

三
J

（
九
六
二
年
一
叫
出
也
、
お
ト
本
茂
同
「

H
竹
杯
除
法
則
凶
訟
L

同
「
続
刑
事
詐
一
八
1
h

り
い
常
本
惜

品一
h
i

古
一
一
成
文
堂
、
九
九
プ
斗
＼
立
一
円
日
、
ノ
ド
戸
〕
｛
斗
俳
除
決
別
H
J
1
3

ペ
－
情
一
%
昨
盟
問
〕
内
向
山
川
相
円
八
一
犯
mr
乙
川
［
剖
h

2

r

？七担問、

h
h

川
八
ノ
？
）
初
ω川
が
v
J
f
、hJ
れ
る
ー
も
J

しt
J

し
、
そ
円
出
円
八
九
作
的
な
、
下
張
内
容
に
は
両
者
に
よ
J

℃
井
県
う
あ
る
こ
と
に
は
ハ
一
主
r
n
t
Fーで

あ
る
u

c

た
、
凶
藤
且
光

r
朴
刊
早
詳
訟
法
制
空
F

＼
創
人
性
、

L
訂
版
、
九
ー
ヘ
じ
ん
十
一
二
五
一
己
只
J
川、一
U
口
一
剖
除
法
悶
の
ヰ
に
は
、

に
、
日
中
主
主

E
～？の川
m
m侶
h
h

え
〈
J

見
地
寸
山
hm
わ
ら
、
…
t
f仏
に
議
得
：
れ
）
ム
つ
は
包
H
U

刷
工
心
白
討
を
門
司
わ
ず
討
知
人
は
さ
れ
ん
な
い
こ

い
う
区
間
中
が
、
行
ル
コ
心
契
機
L

｝
）
て
内
在
〆
て
い
る
ル
も
し
え
る
の
で
あ
る
」
〉
指
出
r
F
Q
ド
マ
で
の
仙
叫
一
豆
半
的
に
民
法
抗
除
説
を
支
持
ム
ベ
J

一
九
一
百
以

る
も
の
ζ

L

I
＼
伯
不
手
代

r
U事
訴
訟
法
づ

の
一
定
説
的
根
秘
♂
し
て
い
羊
げ
る
見
併
は
少
～
叫
に
〆
「
ま
り
工
山

ヘf
白
止
す
問
、

7
1

九
円
が
、
人
地
擁
護
車

じーだ
J
八
が
半
日
ム
れ
去
、
こ
れ
ム
日
諭
拠
を

九
j

ヘ斗）

バ
ん
七
川
牛
）

一f心情件以問問、

一珂
i
l
t

鴨
川
ハ
ロ
「
間
半
市
部
川
vJ7一川高

一
九
六
」
年
）

（
古
川
作
雪
川
町
布
辻
、
千
万
川
点
、

ヘ
日
本
一
了
論
仕
、

法
則
刀
判
事
川
片
山
し
武
田
」
？
？
叶
州
事
事
ノ
ヰ
は

城
、
ロ
ハ
一
六
年
一
二
へ
一
百
以
内
l
空
J

ぷ
あ
る
吋

（
り
～
庶
偽
川
良
心
／
）
3

八
権
併
殺
の
お
へ
口
説
一
任
2
性
誌
）
ん
d

｝
る
も
の
と

ν
一
、
は
、
江
／
主
北
場
一
川
事
証
拠
ム
抗
日
正
淀
川
前

版

、

一

九

ベ

一

午

一

同
J

（
一
刀
打
八
人
r
十一

h
パ
五
一
石
工

一
二
上
、
台
抑
会
保
『
刑
事
前
一
よ
山
拍
論

τん一、L
P

）ぺ’

ιLr

わ
川
川
イ
対
一
山
下
訴
訟
法
講
一
校

九
八
／
L

一
打
弐
川
A
k
l
、
口
取
祐
司

出
］
宇
司
刑
事
長
訟
法
』

へ
川
公
正
章
治
回
以
伺
正

z
h

吉
台
湾
、
五
－
ω、

十勺〕
J
i判
、
出
削
山
上

一
凶
L
P
b

－
h

、山岸
J
V

い一
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÷
十
一
守
ゴ
川
氏
一
一
誌
へ
店
げ
人
で
金
店
、
前
山
川
、
九
ハ
二

4
）
ハ
ハ
貞
以
i
、
出
凶

μ兼
弦
川
町
山
持
出
ヤ
脅
迫
に

1
1一
汀
一
判
例
タ
イ
ム

ズ
一
一
九
七
百

M
I
T
U
九
と

τ
一
い
一
叶
、
口
、
河
川
田
中
南
一
刑
半
訴
訟
川
ハ
－
4
R
林
雪

μ
判
社
、
二
訂
版
、
一
他
人
間
住
）
一
七
日
、
ト
ハ
山
崎

p
k則
一
円
口
｜
｜
枚

r
cす
ゆ
%
か
ら
一
井
誠
ほ
か
漏
一
庁
事
手
ふ

c

八
九
麿
主
目
、
九
八
八
小
十
八
〆
仁
以
弘
、
、
芋
式
売

『刊
J
ア
訴
訟
民
宴
、
三
品
安
持
、
九
九
一
FLで
↓
江
川
j

一
、
凶
旧
作
前
同
判
長
山
亙
一
子
氏
涜
講
義
一
点
山
工
、
一
一
出
版
会
、
第
版
、

二
U
、
リ
六
イ
？
）
二
九
H
M
与
が
芋
♂
つ
一
h
る
一
そ
刀
丈
ペ
リ
…
排
除
法
川
心
桜
拠
に
問
、
f
任
向
性
読
J

〆
限
り
つ
つ
、
と
く
に

1
1
1
1ム
杭
築

山
口
一
に
円
い
て
は
い
込
山
一
以
良
之
拠
判
な
法
コ
l
d
n
ノ
述
門
川
引
の
わ
入
る
こ
こ
か
c
出
摘
す
る
札
所
と
ー
ニ
－
、
吾
凶
川
敏
岳
1

肌
粧
品
川
悩
特
に

h
J
Q
円

白
一
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
七
戸
J

－
九
七
六
八
汁
）
二
人
山
口
以
十
、

4
口
町
湾
郎
ば
陪
一
ド
ケ
り
L

日
釈
全
書
刑
宇
都
一
市
一
匹
、
卜
「
有
斐
閣
、

新
版
、
九
八
ハ
什
土
八
万
台
↓
「
～
い
b

、
斤

γ
r
i

…υー
の
司
拠
能
一
万
」
八
阪
川
事
実
務
川
究
会
情
刑
ぃ
山
公
判
い
の
訪
問
思
F

判
例
h

：

ム
ズ
也
、
一
ー
九
八
九
庁
門
h

］門
T
I

日
以
仁
」
π九
伶
舟
ノ
℃
問
主
一
訴
訟
記
一
｛
成
丈
堂
、
九
九
一
午
一
一
一
八
九
耳
、
山
何
回
」
「
山
一
汁
ポ
副
訟
任

H

〔
松
尾
ロ
辺
二
川
一
方
け
定
問
、
九
九
’
三
一
日
じ
点
以
下
、
ノ
誠
一
U
お
の
北
除
仏
則
と
そ
の
飢
県
別
」
決
リ
f
救
半
問
六
百

、
ハ
午
）
ム
〕
ハ
じ
い
U
h

、
小
椋
光
一
h

い
汁
叶
町
駅
と
J
L

拠
州
防
法
制
心
待
ぷ
一
足
代
別
下
出
以
巻
ー
、
り
二
一
一
t
f

年
｝
立
八
口

ιρ
、

人
洋
科
一
川
口
の
江
口
注
〆
｝
？
F

二
！
？
方
正
一
松
尾
治
出
井
l
y
J
4
悦
一
ー
町
三
一
一
司
法
人
山
の
ず
い
円
止
有
史
湖
、
二
ペ
ノ
中
）
一
七
、
／
引
以

F
、

晴
元
暗
号
川
川
事
訴
一
よ
法
』
不
怪
人
堂
、

7
一
コ
ベ
年
一
三
4
五
頁
以
二
士
古
あ
令
。
J
℃

J

も、

f
わ
ら
の
諸
説
に
お
い
て
も
、
へ
惟
い
同
校

虚
偽
舟
除
の
ゾ
ら
ら
に
す
弘
行
一
や
お
く
か
、
↑
辿
法
排
除
y

の
関
係
ゲ
ノ
｝
の
今
、
に
4

芳
子
？
か
に
つ
レ
一
に
は
、
論
者
に
よ
J

J

J

L

刊
り
」
幻
γ午
R
U
Lめ

る
こ
と
に
山
山
内
一
品
イ
I
N
L
リ
ム
と
あ
る

－2
1

へ
権
探
詫
津
山
排
除
の
同
ム
H

日
押
立
て
る
こ
／
吉
明
が
い
T
匂
も
の
一
し
二
、
光
庶
民
民

L
i
珂
刑
事
訴
訟
法
牛
』
～
成
文
中
、
相
訂
版
、

コノハ
f
i
－
－
六
九
九
円
山
卜
が
あ
る
“
も
っ
乙
矢
刊
1
パ
併
は
、
内
判
的
に
は
、
給
不
前
掲
計
同
士
）

μ
二
、
ノ
訂
以
下
に
不
さ
れ
に
立
解
vl

泣
い
も
心
で
あ
る
よ
ろ
に
岡
山
わ
れ
A
V
C

ヘA
2
J

湾
出
修
一
句
民
者
説
話
へ
の
法
的
規
制
タ
百
台
、
九
ん
こ
ん
ー
士
＝
八
白
い
品
、
、

l
ぃ
ピ
市
川
一
ω店
主
に
よ
る
山
円
｜
｜
回
目
排
除

日
根
拠
一
川
一
証
拠
｛
け
品
川
事
訓
拠
凶
行
川
小
f

〕
氏
支
也
、
一
一
ハ
ノ
ζ
凶
年
一
（
二
九
ヰ
、
N
U
卜
（
約

ιに
1
7
9
l
tト
一
云
律
論

九
六
七
久
〕
二
H

f
守
「
一
九
九
有
年
）
初
出
］
等
そ
の
似
、
リ
i
好
能
一
刑
事
浜
市
川
一
戸
「
右
斐
問
、
九
五
二
↓
〕
↓
七
「
～
仏
、
斗
れ

い
川
侃
－
汗
1
4
J
許
訟
法
民
主
一
ヘ
有
芽
問
、
一
h
u
ん
午
）

vH
以
＼
じ
井
忠
丈
一
汁
主
一
司
法
J

エ
円
一
信
U
L
T
、

九

九

年
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二
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九八一ヘ’い」
l
J

八
一

同
他
｝
一
一
昨
一
九
一
A
7
F心
不
の
で
は
L

す

＼

て

h
〈
れ
が
H

収
モ
よ
く
去
半
「

f
匂
分
封
て
出
い
ら
れ
と
よ
L
の
で
は
A
v

い
か
」
〉
指
摘
す
F

Q

ヘ
J

U

ー
の
分
別
に
は
ぷ
C
J
L
1
0
収
ま
り
さ
ら
な
い
見
解
J

：
♂
る
c
t一
し
一
メ
ば
、
松
尾
治
也
市
事
訴
訟
法
一

以
、
ん
ん
人
同
一
川
支
は
、
中
広
一
仏
八
条
項
ば
重
大
江
主
ナ
伐
を
伴
－
1
T
r
江
主
山
一
一
自
の
間
以

ト
ヲ
川
同
！
i

けれは、

］
円
心
料
、
拠
日
一
レ
仁
淀
1

三
一
昨
＝
れ
て
き
た
二
つ
の
与
ぺ
ん
に
は
7
－Mffご
わ
い
ん
口
述
的
な
市
川
杓
う
あ
り
、

μ

弘
文
記
、
判
例
凶
作
正
山
市
二

ーム

川3

士
、
州
前
一
エ
ー
は
↓

条

＞~ 
t々

な
の
排
除
」
を
｛
止
め
に
い
も
の
、
二
一
九
二
今

「
ム
お
、
従
中
FJ
千円一同一
J
r

、
定
法
収
集
祉
税
汁
同
法
則
と
口
コ
J

司
除
法
川
、
し
問
係
に
つ
い
て
の

考
え
ん
ど
北
川
注

L
て
、
拝
堂
二
見
守
山
対
乙
じ
つ
つ
、
ア
ハ
江
川
凶
門
二
円
r川
し
一
主
で
え
泣
い
違
い
一
収
集
＋
い
い
れ
に
つ
し
て
は
辺
一
一
円
以
長
F
【拠俳一
J
A
花

引
の
泊
山
川
能
性
を
百
め
る
説
、
「
J

仔
害
問
一
人

A
一
一
刀
」
び
「
主
江
川
排
除

U
A
一
U
二
つ
に
骨
組
ず
る
る
リ
と

J
f

、

一円三
U

〕）
r
H
L
V
」事町一

川
合
福
山
立
円

一
〉
一f

犬
山
片
待
一
山
一
口
力
主
拠
提
力
一
一
い
れ
冷
る
達
川
町
聡
い
此
zrA
研
修
ハ
ん
川
口

毛
川
合
括
合
一
臥
ヘ
ニ

パ
ノ
六
炉
、
七
百
八

' , 

什
阿
古
一

8 

川
は
・
前
拘
L
P

引
山

1
｝

J

J

一
白
L

、

こ
の
問
題
に
胡
u
v
t

は
、
引
拡
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
γ

之
江
戸
為
｛
J

丹
孔
門
能
性
に
つ
い
v
、

刑
足
以
不
ム
ジ
北
川
川
品
〕

4
J

（
〔
）
一
二
九
r」ア

一
ハ
己
片
山
一
～
北
京
JKハ

（
川
一
日
拠
の
河
出
h
h
h
一レ
1
d

収集一一千
ιれ
の
持
法
i
」

v
ご
の
日
拠
出
力
の
閥
抗
V

’
に
つ
ハ
己
は
、
川
l
止
ト

堂
、
打
八
八
一
ム
ム
ご
二
円
f

ハ言、いルド
i

告
J
U
1
）

ヘハ
J

r

百
誠
一
山
口
uv
排
除
法
杭
と
そ
の
根
拠
へ
y
r

一
法
V
教
J

一且二

R
r
D
一
戸
ヘ
心
汗
）
ヘ
匹
一
ド
h
v

一
日
～
巴
一
間
際
一
仏
川
ピ
不

Y
J
R
v口
の
排
除
円
一
也
旨
に
浬
明
司
る
助
ム
け
に
は
、
公
刊
期
日
に
お
け
令
被
い
守
人
の
供
述
一

供
述
の
内
禿
げ
が
一
μ己
む
あ
旬
、
か
っ
供
庄
の
作
意
刊
に
疑
問
勺
J

あ
る
」
一
き
は
、
山
拠
能
川
が
芹
乏
な
れ
る
「
と
p

～
ざ
？
っ

ル
ロ
）
寸
ん
お
、
注
エ
t
R
J

「
汗
一
一
訴
訟
法

コ
川
市
下
訴
訟
に
お

J
1
2一m
拠
排
除

、々入ノつ一、
f
A
J

、

勺
i

z

J

O

V

一
三
；

へ
松
吊
出
向
正
一
世

｛

b
 

エ
竹
山
人
間
、
全
一
J
U

訳
、
一
一
ノ
（
六
九
吋
）
布
二
一
U

F

、以
i
J宇聞い

ト
川
河
合
唱
J
へ
ワ
ご
四
七
ヰ
込
山
十
－

ィ、
tで
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！
同
門
排
除
反
則
の

「
宇
、
質
的
根
拠
」

を
め
ぐ
る
給
米
の
学
況
の
円
検
討

1]1 

九
条
一
円
2

の
定
め
る
日
出
排
除
法
則
の

「
天
質
的
根
拠

に
川
同
ず
J

る
マ
一
九
は
、
前
節
に
お
い
て
も
倣
れ
た
よ
う
ト

則
一
品
中
川

虚
偽
村
徐
、
人
y

砕
椀
一
議
、
遣
法
昨
日
除
け
う
ち
の

コ

、

ヘ
J

J

、
中
小
み

d
d
u
F
L
1
9
2
 

に
よ
っ
て
成
り
ヒ
ノ
7
1

一
い
る
と
J

、2
7、

h
r
で
き
る
が
、
本
節
に
お
パ
て
は
、

同
法
制
に
川
崎
パ
「
司
令
こ
の
一
一

つ
の
論
拠
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、

同
法
則
の
出
処
法
則
乙
し
て
の
仲
柄
本
防
相

格
ー
ー
そ
、
れ
が
、
と
く
に
捜
査
線
犯
に
よ
る
む
の
よ
口
白
川
部
取
の
あ
れ
力
刀
計
十
五
t

性
を
柄
引
渡
と
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ

の
裁
川
川
所
の
事
実
一
北
主
に
位
入
。
ノ
る
た
仇
む
の
資
格
を
直
一
般
に
田
川
肢
と
す
る
も
の
な
の
か
ー
ー
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
芯
瑳
解
豆
削
託
J

し
こ
ア
f

張
さ
わ
て
き
た
も
の
で
み
る
か
乞
改
め
て
検
討
L
云
お
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い

フ｝

こ
む
点
に
つ
い
て
最
も
切
符
日
リ
み
ど
れ
ら
出
し
て
い
る
の
は
違
法
訓
除
夜
で
為
ッ
？
っ
す
は
わ
ち
、
泣
は
排
除
説
は
ー
一

同事訴訟法ー ん主 "'Hiこっし℃：.I) 

白
排
除
反
則
μ

へ

同
九
、
十
九

4
G

と
り
わ
け
仰
杏
官
憲

白
山
間
体
取
に
お
け
る
「
似
て
千
戸
駅

ム

i
ゾ
コ
セ
ス
～
沿
い
し
ん
u
fぃ
f
u杭
合

持
似

rる
一
つ
の
手
段
と
い
て

、
そ
の
、
れ
用
芸
市
を
当
該
白
F

パ
の
採
取
手
続
に
お
け
る
怠
z弘

の
有
無
芯
い
し
在
～
岐
に
求

ハ
υ日

ハ心
ν

ベJ

す
る
た
の
の
討
拠
幻
汗
料
件
、
ニ
は
別
個
の
問
辿
で
あ
る
か
ら
、
記
者
が
否
定
さ
れ
る
と
と
を
尽
力
と
し
て
し
係
者
を
ruH
乏
λ
J
る
三
の
に
は
、
日
山〆JエA

i
入りん

め
る
の
ご
あ
る
か
ら
、
与
の
定
義
し
し
、
同
法
則
を
捜
査
機
悶
に

tthw向
山
口
の
採
内
外
子
殺
の
許
容
性
を
間
関
と
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

疑
い
は
伝
い

一J
拠
の
以
集
な
い
ー
）
作
成
に
関
す
る
般
公

し
し
の
許
容
性
は

が
同
所
の
事
実
認
定
に
供

J
れ

つ

ζ

生
〕
り
川
述
の
よ
う
に

布
告
を
持
述
つ
け
る

実
質
的
摂
湘
A
L

ウ
叫
ん
っ
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
円
、
注
法
ザ
除
説
は
、
憲
法
一
八
条
羽
お
令
払

「
h

一

mM三
7
I市
川
市
H
A
乃
一
心
勿
F
J出

d
h
jコ
f
i
f
L
一

j
i
t

違
法
に
収
集
さ
れ
に
一
d
拠
の
排
除
～

γつ、

び
別
一
込
件
一
二
ル
久
木

ヨ
ノ
に
払
る

込
Ii) 

JJ' 
i;i :"° 
I]ι  

::wムペ

、一
｝ 

vJ 

運
泣
収
集
一
J

叫
拠
計
除
法
則

一
迫
法
収
集
証
拠
の
Y

川
除
法
引
の

た
る
h
v

は、

と
し
て
牝
置
さ
つ
け
る
が
、
向
指
）
は
、



"", 
自
体
、
少
な
く
L
Y

ー
も
忠
弘
削
上
は
、
一
副
拠
収
集
7
4
殺
の
違
法
性
ヨ
一
引
誌
と
し
て
叫
諒
一
目
拠
h
d
m
品
判
所
の
む
実
一
J

山
心
の
証
拠
か
、
片
排
除
オ
る

い
と
れ
丸
山
い
鉱
山
乙
す
る
「
山
間
川
の

才人～抗日小、

託
机
九
の
況
集
手
続
刀
違
法
と
、
そ
の
手
続
に

＇，、
O〕

ーム

川3

拠
を
裁
判
所
の
事
実
認
そ
に
に
供
す
る
」
こ
の
T

川
計
作
什
を
同
連
づ
け
る
一
品
川
拠
｜
｜
ず
仕
わ
ら
、
山
培
法
川
判
長
証
拠
椛
除
法
則
の
実
質
的

倶
拠
ー
ー
と

L
て
は
、
違
法
川
日
夜
抑
H
論
、
司
法
心
世
股
性
誌
、
泊
正
手
続
違
反
勾
J

、
有
数
日
一
円
認
作
ぶ
指
摘
さ
れ
て
い
る
〆
己
、
つ

ご
乙
で
あ
る
u

こ
の
古
川
、
進
法
州
政
説
は
、
白
白
神
品
川
法
却
の
綬
拠
ん
と
、

ん
直
正
4
l
J
続
二
ア
ユ
1

4

ノ

U

セ
ス
こ

に
い
水
町
一
つ

4
1
e
f
J山
工
工
る

i
、
k
y
L
i

の
排

除

制
file 

よ

{' ＇車
」 斗二
い？と、
全手
」一統
も
の証
2 さ3
1〆 Jj~
て集
祝 i.'i
明助い「＼｝
る＇＂；乃

段

白
日
の

、
品
川
一
円
す
る
と
、
山
Y
1
i

企
心
不
法
42j
一

見
、
涜

hhI絞
述
比
と
け
足
立
校
長
抑
J
H
へ
羽
に
よ
る
注

こい」ず
f
L

片山

法
収
集
計
拠
抗
除
が
そ
れ
ぞ
が
設
川
市
さ
れ
し
い
る
上
う
い
み
え
泣
く
も
は
い

ー
哨
υ廿
官
叫
川
、

一
一
一
、

L
L
ノ＼、一
F
K

｛
い
い
自
に
お
し
て
、
注
法
排
除

前
を
と
る
の
は
、
選
法
古
川
tH

排
尺
ず
る
他
（
山
仁
川
廷
が
は
い
と
い
う
事
情

rm防
と
し
、
こ
の
よ
う
h

b

1

事
情
が
伝
わ
っ
v
L

く
れ

至ば
IT 
1:c 当

＂＂＇扶に考
あえ
る l主
りさ

ぞ：~~
-c21 I~ 

lコ
な
＼ 

id'. 
っ

て

る

と
し
て
い
る
こ
と
か
、
り
す
れ
ば
、
立
与
い
山
刊
除
説
、
u
i奴
は
あ
く
ま
で
逸
伏
線

の
芯
は
、
当
一
一
誠
司
昨
ぷ
の
い
倣
白
人
に
汁
す
る
五
山
ん
の
芯
味
さ
の

一、、」明、の

ー
通
王
子
校

通
今
ト
子

主
意
味
す
る
も
の
と
い
た
F

よ
り
も
、
む
、
〕
ろ
、
、
。
り
放
的
h
d
副
幹
］
…
か
ら
、
判
村
山
人

て
い
る
ー
な
一
の
こ
攻
J

市
計
F

べ
き
で
あ
ろ
う
わ
」

の
浦
一
正
作
山
J
b
午
、
九
〆
…
県
工
お
い
て
い
い
川
い
ら
れ

そ
の
う
え
で
、
違
法
折
除
説
は
、

v
h
義
の
目
白
法
則
に
、
黙
秘
権
を
伝
3

〆
げ
に
と
ら
れ
ん
汗
門
店
、
LVT

品
川
除

F
る
一
引
を
ん
は
ま
ざ
る
」
こ
は

日
司
論
的
｛
～
不
司
ル
訟
で
は
ば
い
t

が
、
ー
狭
義
の

d
F』
法
則
は
J
u
d

コ
／
）
、
池
の
課
題
を
果
す
た
め
～
に
生
ま
れ
行
ム
存
す
る
も
の
で
あ
る
t

？

L
て
、
寸
法
則
を
、
二
台
汁
設
の
一
は
F

い
を
折
除
す
る
も
の
で
は
な
，
＼
不
法
な
治
山
町
C
と
ら
れ
J

J

d

以
を
折
詠
ず
る
か
旨
ー

f
攻
一
所
I

一
汗
認
権
ん
乞
（
小
川
wー
に
制
限
し
て
え
た
rH
円
、
令
状
主
主
寸
乞
巾
心
と
す
る
人
ぜ
心
深
η
時
ん
と
や
ぶ
っ
て
拘
束
す
る
こ
と
に
よ
り
も
て
た
向
円
、
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自
白
一
一
う
る
た
め
ピ
だ
け
行
わ
れ
る
「
士
、
ノ
な
、
云
同
町
山
川
の
紋
U

句
的
引
札
制
、
ヘ
ド
よ
る
り
日
な
と
」

v〕

の
お
法
ご
以
内
引
さ
れ
た
白

白
ど
け
と
仕
く
、

ひ
ろ
く
訴
訟
法
規
の
い
わ
口
荒
川
で
、
T
h

法
に
と
り
れ
た
川
口
百
に
つ
い
て
も
排
除
の
汁
ゑ
と
十
J

へ
き
こ

h

一
の
こ
y

は

店
中
止
一
八
条
二
度
な
い
し
刑
訴
法
一
心
パ
条
項
の
解
釈
も
一
川
こ
し
て
だ
け
で
な
〈
定
作
以
集
計
拠
松
山
除
法
則
の

上小川
H
U
推
及
」
に
、
4

3

て
こ
れ
ら
の
条
九
人
を
こ
え
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
九
一

h
rあ
合

引
と
い
う
持
心
カ
ら
も
一
説
か
れ
て
い
ゐ
も
の
こ
い
ラ
え
ら
れ
る
が
、
い
が
’
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
お
よ
び
日
誌
法
｝
の
凶
限
公
に

r
ゴ
口
波
」
与
し
て
の

r
ゴ
日
昨
日
除
法
則
i

の

頭
λqJ
る
ぷ
々
、
工
法
規
約
十
に
対
す
る
違
反
古
、
そ
の
ィ
ハ
体
J
U
九
J
Z

吉
明
日
う
こ
ー
と
伝
ノ
＼
形
式
約
に
一
迫
法
一
と
し
て
従
え
、
7

し
の
よ
う
な

般
的
・
一
泊
象
的
九
込
山
岡
味
て
の
一
連
寸
い
一
を
根
拠
と
し
C
内
自
の
訴
除
を
hqく
た
め
に
は
、
泣
牛
い
技
官
抑
止
弘
前
九
J

け
で
な
く
、
寸
法
の

政
策
的
一
も
し
く
は
一
唱
し
レ
主
的
な
お
拠
吉
長
吊
す
る
か
、
忘
る
い
は
、
一

4
C被
背
人
に
し
ド
～
す
る

県
収
性
蒜
と
い
う
も
う
一
つ
心

J

川
拠
収
集

C
T続
に
、
後
続

C
U↓訟
T
U州
主
ド
ザ
ゲ
十
一
体
と
し
て
不
当
江
も

C
に
す
る
ほ
ど
の
実
汽
を
ム
何
寸
る
透
「
い
が
た
引
一
一
i

し、
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）ん
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出l
j住
な
和j
I目

、一

被
巳

人
を
1% 
o0~• 

" 円:r 
7. o; 

）一

甘
邦
弘
卜
的
ヒ
コ
↑
義
の
観
念
P

i

F

、、

v

、J
o

－

－

J
V
 

二
反
す
る
こ
じ
〆
内
と
る
と
認
め
ら
れ
る

一円ム〕

板
色
ー
へ
江
川
「
る
ぷ
？
子
駅
茂
反
J
L
校
M
f
ゐ
こ
し
し
も
周
治
的
に
は
不
川
恒
で
は
な
か
ろ
う
〈

も
っ
と
も
、
淳
一
法
排
除
玩
の
止
と

P
も
、
被
白
人
に
一
付
す
る
1

適
正
ア
続
長
反
を
即
川
門
と
す
る
円
白
排
除
の
可
能
開
が
心
の
場
ム
円

以
外
に
は
し
っ
さ
い
認
め
ら
れ
な
い
と
い
ち
わ
け
で
は
な
い
よ
ニ
J

L

巴
わ
れ
る
二
ゴ
ぜ
な
ら
、
論
者
は
、

R
4
4
1正、

男
オ
ド
T
f
y

九
日
拠
法
！
の

特
権
で
あ
る
か
ら
、
、
一
れ
合
侵
害
し
て
一
ら
れ
七
副
拠
は
、

む
止
の
を
謹
白
ノ
了
）
て
北
除
さ
れ
る
と
仁
、

広
義
の

自
白
ナ
、
川
引
に
、
問
税
措
刊
を
十
慌
し
し
こ
ら
れ
た
目
’
一
を
排
除
す
る
而
を
ノ
円
士
ム
る
こ
乙
は
述
調
的
に
fm

可
花
さ
は
な
い

戸
、
こ
で
は
、
黙
秘
権
の
保
障
が
、
革
法
二
条
に
よ
ノ
て
絞
判
所
に
よ
る
事
実
認
定
に
安
本
さ
れ
る
一
滴
市
性
』

L
V
｝
械
氏

γ
る
丁
続
的

な社恒川…
ι仲
間
同
け
っ
と

L
て
河
川
貯
ベ
ー
れ
に
ト

こ
れ
を
ι官
許
し
て
採
取
3
れ
ー
に
よ
円
巳
の
故
吋
r
M
の
事
実
認
ー
か
ら
の
伊
徐
が
、
被
告

札一

げ
ら
れ
て
い
司
る
と
時
川
FJ
るんふ川山
4Jあ
る
か
ら
で
為
る
c

人
に
対
す
る
「
法
日
子
続

泣
込
に
よ
っ
て
山
接
的

「

！～ 
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V

J

か
〕
、
こ
の
場
台
に
は
、
黙
一
叫
権
が
一
役
害
さ
れ
z人
こ
と
ユ
れ
肉
体
と
い
う
よ
り
も
ひ
し
ろ
、
叫
品
川
一
花
M
刊
す
れ
ほ
山
き
し
て
係
改
さ
れ
た
伐

述
を
I
以
汀
所
の
事
字
、
認
之
内
～
川
い
ず
る
こ
ζ

が
被
μ
一
汀
人
に
什
刊
す
る
適
正

T
続
浪
反
を
主
味
す
ノ
る
こ
／
｝
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か
句
、
ニ

ーム

川3

れ
を
一
の
え
て
、
J

件
司
法
収
集
一
1
M
拠
昨
日
除
の
間
法
／
｝
一
し
て
、

ず
な
れ
町
、
出
日
正
機
関
に
一
。
る
供
述
採
取

TM耐
に
闘
す
る
法
規
範
造
反
を
問
題
「

す
る
も
の
こ
し
て
従
え
る
必
要
は
な
く
、
被
土
7
人
に
吋
「
る
一
泊
止

T
続ー

の
店
出
と
し
と
ナ

η
一
出
処
柁
力
争
否
定
す
れ

ば
込
り
る
こ
も
い
え
る
。

、
臥
…
山
知
推
を
俣
市
γ
川
し
亡
採
取
さ
れ
～
今
一
日
の
排
除
に
持
す
る
限
れ
に
お
い
亡
法
、
ム
ヨ

よ
る
そ
の
よ
「
な
口
臼
の
双
山
引
手
続
と
し
て
の
不
正
写
洋
吉
岡
誌
と
す
る
一
剖
拠
法
剥
と
み
る
挫
へ
師
り
引
な

必
付
与
…
ー
は
必
ず
し
も
認
吟
ら
れ
な
レ
と
い
う
、
一
と
に
な
ろ
う
乙

日
掛
泳
法
円
引
を

<1! 

述
、
法
抗
体
札
説
が
、
店
日
俳
除
r
K
M不
一
連
訟
収
集
｝
一
日
一
を
州
政
「
る
政
vげ
に
川
崎
併
す
る
の

て
、
人
い
桜
捺
議
説
は
同

法
引
を
、
一
不
作
」
吉
山
r

）
ピ
待
除
す
る
撞
迫
口
に
四
時
裕
一
し
た
う
え
で
、

き
な
い
の
は
、

不
flj 
4ょ
口
供
心
JQ 
肖
権

問
ず

1箭
G) 
4之
アK

m 
主f
tH 
lY '! 

tる＇＇＇・単
w 主3
ど
' 

あ
る
い
は
、
憲
、
仏
一
一
ヘ
全
一
民
や
一
六
条
に
」

「
C
立
性
の
な
い
口
パ
ハ
ピ
日
山
知
と
ず
る
こ
と
が
で

,, 
「
山
川
町
附
さ
れ
る
人
権
を
擁
五
ー
す
る
勺
め
に
は
、
そ
れ
に
違
反
し
と

強
制
・
拷
問
な
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
証
拠
を
排
除
し
な
け
れ

し
と
の
発
想
に
求
め
る
「
こ
こ
い
い
λ

J

1

担
保
あ
る
い
は
「
締
設
」
の
具
体
的
内
存
に
つ
し
て
は
、

た
と
、
え
ば
…
、
「

方
で
法
山
川
山
市

他
方
で
認
め
て
布
罪
の
よ
一
従
E
す
る
の
ご
は
、
正
義
の
附
で
あ
る
裁
判
所
の
怒
反
と
し
て
は
性
ケ
欠

く

こ

川
J

祝
川
町
も
あ
る
が
、
ェ
ド
？
と
つ
、
山
出
の
獲
得
を
川
以
内
乙
し
た
泣
法
ま
た
は
f

工
な
般
公
治
政
を
防
止
し
て
泊
正
1
J
手
続
心
院

一川

肢
を
確
仏
ず
る

rιι
一
に
人
訟
を
椛
川
護
し
よ
う
と
」
1
J

る
品
酬
は
H
に
法
解
す
ノ
る
の
が
放
的
で
あ
る
－
o
h
つ
に
日
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
権
同
議
ア
叫
の
ー
支
質
的
視
w怖い1

が
、
下
と
し
て
肢
A
H
機
践
に
r
A

ゐ

先
日
斗
門
川
の
持
取
子
投
／
｝
し
て
の
わ
一
川
什
性
を

同
連
と
し

・
不
当
日
一
リ
い
採
取
が
な
さ
れ
に
地
合
に
、

、
ア
れ
に
刻

rJる
引
抜
白
い
し
統
制
の
手
投
と
し
ζ
、ふ一

の
結
果
猿
得
、
吉
、
れ
九
一
U
川
口
に
ぷ
判
所
心
事
守
人
認
記
に
叩
ペ

rJる
た
め
の
資
絡
を
ア
古
川
U
h
T
？
き
で
た
る
と
正
党
相
ロ
に
基
礎
デ
↓
お
く
も
の
で
あ
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る！とト
9

れ
ば
、

そ
の
限
り
に
お
し
て
、
占
一
法
排
除
説
に
よ
る
同
法
則
の
趣
旨
ピ
悶
す
る
坪
解
に
接
泣
す
る
こ
と
に
な
ろ
人
ノ
、

、
一
門
ι
L
中
J
h

、

ー
：

v立！、

に十量
1童 j河上
法草E
!F ;s;, 
除 ι
説定
乙 Jすっ
占！ jj;: 
本除
的 cii

rcij r芸l
係

U〕 Jこ
斗ー コ

張い
なて
', :t 

け「

七五
y 権

三姉
ニモ 戸生
よ品
！、ふな

斗；1
'" る E犬
v、示U

l主点5
1 侵
ふ言：
十F こ
意い
汀う
｜コ純
を凶
~8 Jこ
極限
権コ

ので
人は
iii あ
を＜o
？立が

いず

て
伝
b
れ
た
け
つ
』
と

L
て
、
そ
の
伐
障
を
担
保
す
る
ん
ヘ
め
の
排
除
し
一
寸

7
ご
す
る
人
y

弛
同
開
設
説
ば
、
紛
れ
も
な
く
、
注
法
折
徐
説
け
牧

心
部
分
ζ

考
え
万
を
宍
透
に

L
f一い

：との山引ん川
h
f一J
も
jv

？
Q
Jレ、

二
、
｝
で
は
、

つ
ヲ
ハ
折
除
パ
パ
ペ
削
則
の
桁
肥
料
に
つ
い
て
の
十
わ
い
の
、
で
つ
な
述
肝

が
川
見
川
川
u
L
1
u
っ
て
宍
訂
さ
れ
て
い
司
る
と
5
認
識
を
倍
認
す
る
こ
と
が
で
一
声
る
。

小
た
際
、
リ
埋
法
排
除
点
心
立
場
か
ら
も
、
白
H
排
除
法
山
川
ハ
ザ
根
郊
の
っ
と
し
L
人
権
隙
誌
を
挙
げ
る
丸
貯
の
う
ち
、
そ
の
北
川
慌
を
J
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く
に
ギ
相
官
、
法
第
ム
一
八
条
一
一
川
引
っ
人
は
第
一
六
条
の
規
I
U
H
M
m
H

的
で
な
く
、
志
訟
の
似
本
村
神
特
に
第
二
条
以
「
心
川
事
子
紋
に
お
り
会

人
格
深
怖
に
院
ド
ヲ
る
北
川
崎
宏
一
山
総
台
的
考
察
一
に
求
め
る
見
解
に
つ
い
て
、
三
一
、
一
三
て
い
け
ば
、
も
は
や
打
吉
掛
け
に
拘
泥
す
る
ミ
し
ど

は
く
、
・
山
埋
げ
い
排
除
説
に
fv
コ
ほ
つ
が
思
論
的
川
明
快
で
あ
り
、
筒
成
し
て
い
る
と
り
陪
輸
が
あ
り
、

、
人
権
擁
世
誕
百
説

の
す
一
ぬ
か
ら
も
、
遊
山
排
除
は
「
取
州
べ
方
氏
以
外
心
fu
に
お
い
と
人
権
侵
岩
が
あ
り
、
そ
の
結
果
位
い
れ
t
o
p
H
h
f
こ
と
白
体
が
け
埋
伏
J

自
白
枕
除
法
則
の

「
実
賃
u
w
俣
拠
」

「
八

υO
 

J

I

、
つUハV－
 
1
 

－
J
 
D
 

に
つ
い
て
心
理
解
乙
い
う
司
、
で
は
対
げ
す
る
と
い
っ
よ
れ
、
む
L
う
一
れ
を
共
布
ず
る
の
て
あ
打
、
一
ロ
／
 P

O
 

「

、
U
 

、／〆J
 エA

i

ヘJ 
Vん

み
ら
れ
る
ぬ
合
ピ
問
也
！
と
さ
れ
る
の
に
対
L
、
人
権
擁
護
問
1
M
k
h
γ

一
｛
ロ
ド
よ
る
俄
疑
JY
の
夜
訓
べ
士
刀
法
に

7γ
札
場
合
（
ハ
傍

古川」
hJE喜一」

に
問
題
と
会
る
と
の
説
明
が
な
手
れ
ゐ
こ

一
」
れ
ら
の
説
明
い
お
い
て
は
、
人
権
擁
4
1悶

JK
と
違
法
排
除
説
ば
、

一
叫
論
拠
の
芸
間
入
は
、
ド
山
口
町
、
そ
の
一
叫
い
川
場
v引
の
，
汗
叫
ハ
に
焔
y

竺
J

Q
ー
も
の
と
L
て
珂
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

t
で
と
き
一
で
〉
J

正
来
、
主
法
排
除
誌
の
引
徴
は
、

ゴ
出
を
1

聴
取
」
つ
る
仰
の
磐
炭
令
万
法
に
指
ー
す
る
ζ

い
う
析
し
い

一一一九、
J

に
J
〆

J

〈

性
の
枠
を
最
り
怯
え
る
べ
＆
♂
ご
／
｝
中
川
ら
か
に
L

L
n本
氏
ら
れ
て
き
ん
ー
に
も
か
子
わ
ム
ず
、
こ
り
で
「
に
、
南
市
拠
の
間
け
山
宇
へ

質
的
内
符
心
差
異
山
内
J

多
〈
ハ
Uvγ
一
訟
に
よ
っ
て
右
社
化
さ
れ
て
き
工
、
背
尽
に
は
、
一
不
汗
芯
の
内
H
P
H
も
、

の
内
什
出
を
侵
常
し
と
収
集
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さ
れ
た
円
F

け
さ
丸
り

与
の
「
古
味
で
宍
法
に
収
集
さ
れ
た
一
目
畑
山
だ
と
い
い

と
い
た
l
H一
併
に
」
つ
亡
、
忍
法
排
除
玩
が
問
料
と
ず

ーム

川3

る
「
泣

υ日
以
牧
民
日
七
、
二
人
山
位
協
叩
詫
説
が
間
四
m

y
し
す
る
「
T
m
H
竹
草
川
口
F

い
が
、
供
述
の
日
日
L

た
も
い
い
昭
二
叫
し
て
ば
伐
さ
れ
ど
口
白
こ
い

一刊」

つ
点
に
お
い
て
、
実
質
的
に
同
規
さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
行
二
、
ニ
に
d

る
れ
の
と
思
わ
れ
る
。

L
か
し
、
こ
の
一
で
つ
な
は
円
俳
泳
法
則
の
通
用
基
キ
に
対
す
る
見
解
の
松
速
は
、
次
節
に
お
い
て
検
討
寸
る
よ
う
に
、

供
述
ヨ
ロ

山
ー
を
佼
宇
け
し
と
採
取
さ
れ
た

3
f
i
り
ぬ
γ
凶
に
限
勺
止
、
ζ
Lて
も
、

同
法
則
心
刈
用
範
一
広
一
に
M
Wげ紘一言一を
I
J
え
る
だ
け
で
な
く
、

:cl 
法
MU 
,;: 

一
叫
相
一
法
引
と
し
て
の
基
本
的
川
崎
絡
に
出
FW
す
る
坪
間
引
を
た
ム
し
か
ー
ね
広
い
も
の
で
あ
る
じ
ぷ
ぜ
な
ら
、

H
口
抗
徐
法
引
が
、

泣
法
収
集

i

一
白
一

U
川川
J

にハヤ」魁
U
H
と
「
る
規
定
で
↓
め
る
ー
と
す
れ
や
は
、
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
当
該
iR円
採
取
の
、
ふ
と
し
て
授
査
U

T
段
1
Y
L

し
亡
の
コ
引
三
百
件
を
問
題
L

一
す
る
も
の
と
し
こ
即
解
き
れ
る
の
に
K4
し
て
、

一平

yr白山
J

ト
円
一

の
日
叶
除
左
越
己
日
1
r
L
1
Q
規
定
で
ふ
り
A
V

と
す

れ
ば
、
こ
れ
を
、
設
判
所
心
事
実
認
去
に
供
「
る
た
め
の
一
寸
拠
と
し
て
の
資
格
双
山
十
を
直
長
に
問
題
と
す
る
証
拠
－
仏
政
と
し
て
い

E
コ

げ
る
埋
限
、
ら
叶
艇
と
な
う
て
く
る
よ
刊
に
忠
わ
れ
る
か
つ
で
あ
る
ハ

'4 

こ
の
点
、
虚
偽
排
除
説
汽
一
け
］
排
除
沃
則
J
V一
「
小
任
意
白
ー
の
排
除
や
定
め
た
も
の
と
し
て
川
一
解
す
る
と
と
に
つ
い

C
ば、

人
権
陥
開
設
説
と
念
ん
わ
り
は
な
い
い

E
っ
と
も
、
虚
偽
排
除
説
は
、
同
法
則
、
？
「
不
任
意
自
白
」
を
俳
除
す
る

1

実
質
的
校
拠
L

い
つ
い

ーい限
F

百
人
に
比
三
一
怖
い
削
・
湾
問
・
尚
リ
氾
な
ど
し
三
加
え
る
と
、

可

処
罰
す
る
危
険
が
あ
る
」

τコ
あ
る
ド
は
、

f
l、
中
J
W

、

」れ」ル乙、

明
の
白
内
口
J
U
K
4
q
ゐ
む
ゅ
一
れ
げ
か
i
L
J
句、

の
も
の
を

－
H
竹
2
件
の
な
い
尽
の
条
件
の
下
に
お
け
る
供
述
は
伝
送
々
が
な
い
〆
一
ピ
つ
な
験
上

に
本
m
u
r目
白
に
お
い
て

人体制陣内生
f

山
首
と
は
そ
の
張
門
校
を
異

虚
偽
付
加
除
説
九
J

、
こ
の
一
d

う
に
、
斗
巳
か
除
法
則
の
旭
日
J

宍

所
へ
の
供
述
は
京
当
な
w
M響
力
の
結
果
、
乙
し
亡
真
実
性
を

牛
へ
、
刊
に
っ
て
仁
川
ω力
を
欠
く
こ
ζ

が
あ
る
t

小
、
一
犯
罪
心
純
疑
や
受
け
た
者
心
場
台
に
は
こ
の
よ
「
な
事
能
、
は
そ
の
制
民
及
び
庄
ハ
ベ

に
お
L
て
む
豆
、
芯
も
の
が
お
る
が
岐
に
、
法
片
山
清
高
度
の
厳
松
川
主
古
川
で
て
こ
、
れ
ん
と
｛
疋
民
的
に
「
一
川
忍
ん
の
芯
い
も
の
と
｛
疋
叱
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し
り
と
と
の
抗
川
町
ピ
求
め
る
v
も
の
で
あ
や
こ
す
れ
ば
、
阿
見
解
は
、
同
法
則
去
、

1

王
、
〕
い
裁
判
を
実
M
ん
す
る
た
め
の
一
什
拠
法
則
」
、
あ

る
い
は
、
止
し
い
事
実
刊
誌
乏
の
ん
一
の
の
託
拠
法
則
：
ょ
に
4
4
円滑
L
J
，G
Jも
の
で
あ
る
と
い
う
守
」
と
が
ど
き
る
ο

、
」
こ
に
は
、
関
庄
性

法
則
を
え
え
る
品
川
悦
ぐ
の
か
、
村
山
＼
グ
川
長
さ
れ
う
る
れ
の
と
恩
ゃ
れ
、
そ
の
の
九
日
味
で
も
、
虚
偽
松
山
除
説
は
、
日
出
抗
除
法
則
今
、
般
公
機

河
川
な
に
よ
る
1
」
設
け
F

』
一
件
一
取
行
為
心
適
法
・
選
法
を
問
題
こ
「
る
こ
と
な
く
、
日
lh
残
月
九
、
政
判
所
力
事
実
認
定
ピ
供
す
る
ー
γ
め
の
証
拠

に
要
求
さ
れ
る
r台
拾
を
乙
り
わ
け
そ
の

一t
t
停
性
l

確
阪
の
団
組
ド
い
か
ら
関
越
と
す
ゐ
も
の
で
占
め
る
ζ

い
う
、
ア
乙
引
で
き
よ
う
。

、
」
れ
に
汁
し
と

月
以
査
機
お
の
取
調
べ
の
正
当
性
を
も
考
課
し
と
い
る
山
J

で
は
、
リ
屈

最
近
で
はし

'-
ν， 

~b 二
羽巴ど
も濯
な fバ
l、？ヰ

'L、

わ定
ノsぃ

久 f
F、 L

'd ' L、 υ、

ii 

J 

リ
法
川
町
社
主
wvchwハ
な
ら
な
レ

斗
一
持

こ
の
占
d

に
間
ハ
し
て
は

的
現
中
人
的
取
I
M
吋
店
rH－
排
除
夜
一
と
一
拍
象
的
預
型
的
よ
虚
偽
｝
口
一
白
扮
除
説
一

の

類
型
が
お
り
う
る
と
と
が
指
梢
き
れ
ず

の
い
ず
れ
に
k
る
か
L

よ
っ
て
坪
熔
が
交
わ
コ
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ま
ず
、
「
具
、
付
的
現

7、
的
虚
偽
白
川
口
折
除
批
は
、
た
と
え
不
に
玄
白
白
」
で
あ
っ
て
も
、

真
実
牲
の
ま
付
け
り
あ
る
？
一
門
」

に
は
一
止
拠
能
ハ
一
一
乙
誌
め
る
と
す
る
肌
併
で
あ
る
が
、
こ
一
り
よ
う
な
ぷ
旬
、
ぇ
方
の
も
と
で
は
、
白
什
（
り
山
刊
除
に
、

i
と
し
て
奴
査
機
関
に
よ

4
L
＋l
山、

ハ
υ
つハV1

3
 
一。G
 

LIrA 

i

へ
りん

白
白
内
叶
除
法
引
の
唱
え
一
杭
的
制
収
拠
と
し
て
辰
品
川
川
抗
除
を
考
慮
ず
る
見
解
の
ほ
と
ん
ど
が
、

る
山
「
－
談
円
F
H
H
F
休
以
の
あ
り
ん
に
一
付
す
る
税
制
や
制
裁
の
機
艇
を
ぷ
め
る
こ
と
は
期
待
ず
る
ミ
と
Md
で
き
な
い
も
の

も
っ
ぱ
ら
内
必
草
川
け
に
閑
ず
る
決
判
所
に
よ
る
づ
い
売
認
定
山
一
正
確
性
を
市
保
寸
ゐ
！
と
い
う
飢
ト
パ
一
恥
：
い
ノ
、
内
訪
日
’
一
の
裁
判
所
の

事
%
認
定
に
位
い
ず
る
た
め
の
資
杭
一
け
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
乙
い
う

wγ
／
｝
予
と
き
し
Y

仇

「
円
体
的
・
羽

L
5
m品
川
偽
山
’
い
叩
削
除
説
」

州
知
り
ょ
っ
に

計
拠
詑

huγ
一
託
明
力
の
問
忍
を
混
司

γ

七、

ヤ
」
「

J

J
ヲ
l
」
争
点

｝
v

l

l

、】

f

。〉

る
も
一
け
と
あ
り
、
ま
た
、

パ
ず
れ
に
い
亡
へ
内
び
の
山
口
偽
仕
向
わ
ず
湾
問
・
お
泊
等
に
ふ
る
｝
一
円
の
訂
正
徳
能
力
を
必
定
↓
rJ
司
令
官
思
法
一
人

条
汀
ザ
お
令
仇
ひ
け
一
歩
法
一
一
ん
宋
日
ほ
の
解
釈
論
2
し
て
は
川
が
り
え
な

ρ
？
と
の
い
甘
い
リ
リ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
わ
が
辺
の
学
説

に
お
L
て
は
、
ほ
と
ん
ど
支
持
さ
れ
て

、一



"", 

－M
昨
象
的
・
類
刑
的
皮
偽
向
’
一
排
除
説

。J

、
の
見
解
は
、
白
山
排
除
法
則
す
、

組
型
的

rみ
て
、
山
市
川
向
の

自
白
を
一
九
同
九
F
F
J
る
お
そ
れ
子
あ
》
た
か
乙
う
か
を
判
附
L
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
白
日
の
任
ι

一
性
な
し
こ
し
て
か
も
で
フ
な
白
ー
は
排
除

γ

ーム

川3

Q

v

ち
の
こ
し
し
平
副
1
1
1
そ
の
迎
用
の
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
白
状
況
仁
は
、

般
的
に
↓
コ
っ
て
嘘
を
い
ミ
お
ノ
て
ふ
れ
i
h－
－
め
る
乙
い

う
、
多
か
れ
少
か
れ
鎖
市
化
さ
れ
た
状
汎
で
足
り
る
」
と
す
る
も
の

こ
り
い
れ
併
に
よ
れ
ば

同
法
則
は
む
し
ろ

w: 
別

五
六
一
体
的
一
壬
1
円
の
信
刑
制
円
詳
慨
以
F

別
に
、
れ
一
形
的
制
加
型
的
に
、

Jh偽ム
1
円
を
訟
ヰ
ー
し
易
い
状
刈
に
お
い
と
な
さ
れ
ー
ャ
ヨ
巳
を
排
除
し
て

わ

い
ぬ
く
ご
と
が
、
？
一
臼
全
体
に
つ
い
て
、
マ
一
一
正
日
川
叫
一
許
怖
を
誤
ら
な
い
こ
め
に
望
ま
し
い
と
い
う
必
策
的
川
け
い
配

に
基
つ
く
も
の
と
し

て
説
劃
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
ハ
ペ
一
一
の
場
台
に
は
、
こ
の
よ
う
ん
は
一
政
策
的
判
断
）
に
、
技
官
機
関

ιよ
る
虚
偽
の
自
白
を
ほ
明
党
す

る
よ
、
7
1
d
R円
採
取
の
あ
り
ち
乞
戸
川
米
的
に
湯
止
「
る

2
い
ろ
撤
＼
日
を
読
み
一
比
一
む
こ
と
も
、
レ
め
る
い
は
り
能
て
：
わ
る
よ
う
に
も
抗
わ
れ

る
つ
し
か

L
H
Mが
b
、
こ
れ
い
ど
と
宏
、
ー
一
汁
列
除
丘
町
山

り
一
機
能

と
し
て
芯
渋
る
ピ
白
子
は
と

b
F
ノ＼

L
L
C
一実正河川町

恨
拠
」
に
ま
で
持
ち
込
む
こ
と
は
、
守
山
口
り
適
別
基
準
山
も
ふ
り
よ
ユ
ー
な
政
策
的
FJ慮
を
持
ち
日
む
こ
と
を
立
凍
し
、

九ノ、
f

」正、レゴ！万次

f
L
一
j
l
v

、二一日

事
刊
に
悶
ず
る
事
実
認
定
（
り
に
確

f
心
縫
似
J

い
う
虚
偽
祈
除
の
本
旨
か
ら
逸
脱
す
る
ご

2
に
伝
り
か
ね
ず
、
妥
当
で
な
い
と
い
、
っ
べ

き
で
め
ろ
う

' ; i 

以
、
検
辻
、
ぷ
I
4
A
7
7
一
と
こ
ろ
し
ゃ
ら
ば
、
宗
法
一
一
八
条
一

損
な
い
、
」
刑
操
作
一
い
一

九
条
一
政

る
明
日
排
除
法
則
L

の

証
拠
法
則
こ
じ
て
の
性
棋
H

を
検
討
一
3
0に
あ
た
っ
て
は
、
点
偽
排
除
、
人
権
掛
湾
、
百
汁
広
伊
！
除
の
い
ず
れ
に
依
拠
ふ
2

Q

か
こ
い
ミ
よ
h
り

も

h
γ
J
ろ
、
そ
の
柑
明
日
を

fm
ね
い
土
石
月
中
「

の
叩
削
除
に
ぷ
m
U
Q
か
、
与
れ
と
ー
も

の
排
除
仁
ぷ
め
る
か
が

な
出
味
な
も
つ
、
）
／
）
y
M
川
川
ら
か
ピ
な
コ

か
っ
、
ゴ
ム
口
和
除
法
則
z
ぜ
、
ー
没
法
収
集
力
白
」
を
排
除
す
る
も
の
こ
し
て
洋
一
附
す
J

る
見
解
は
、
司
法
則
の
渇
心
が
岐
点
V
絞
対
に
よ
る
白
出
採
取
が
技
A
H
の
千
没
、
乙

L
て
司
終
さ
、
れ
る
か
否
か
に
あ
り
、
こ
れ
が
否
定
さ
れ

る
こ
と
が
、
裁
判
所
の
平
定
認
定
ド
悔
す
る
た
か
ノ
の
江
拠
と
し
て
の
資
絡
を
否
ど
す
る
た
め
の
前
絞
り
町
ま
ド
は
前
桜
町
な

実
質

rd相似
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拠
乙
な
る
と
号
、
ス
る
の
い
対
し
て

γれ
J
M
ι

不什

rz自
白
」
を
排
除
「
る
離
れ
ハ
い
解
「
る
見
解
ば

同
法
則
は
こ
の
よ
ス
な

自
白
に
つ
い
こ
、
裁
判
所
の
事
長
刀
叫
ん
止
に
安
求
さ
れ
る
特
別
な
適
正
性

の
確
保
こ
い
う
飢
点
か
ら
、

そ
れ
に

主
、
ノ
「
l
l
E牛
土

f
t
：一
1
5
t
l

供
ず
る
た
め
の
証
拠
〆
；
午
、
の
資
格
を
古
援
に
同
日
u
y
」
了
る
も
の
で
あ
る
乙
一
生
併
す
る
契
機
を
内
子
三
、
い
る

r
い
う
戸
一
〆
」
が
三
き
る
の

で
d

の
λν

。

こ
の
し
l

？
7
げ

ゴF
同
日
和
除
法
則
一
け
趣
旨
を

違
法
収
集
力
白
」

心
持
除
に
い
本
氏
る
FL日所

の
仲
刊
徐
に
求
い
わ
る
兄
解
／
｝

不
汗
意
ム
コ
F

ハ：

の
山
町
に
は

ゴ
ザ
一

U

コ

ー
ー
が
ミ
υ

一
し
丸
一
崎
市
制
松
山
県4

、
あ
る
い
は
そ
の
一
訓
拠
法
烈
と
し
と
の
性
院
を
FJι
宝
ず
る
う
え
で
、
者
、
月
、
72ξ
こ
と
の
で
き

は
い
q

工
芹
震
が
あ
る
よ
う
に

3
わ
れ
る
乙
モ
二
、
＼

こ
の
目
白
排
除
法
則

2
3…
出
北
川
市
十
の
問
題
に
つ
い
q

て
、
そ
こ
か

庁
、
節
に
お
い
て
は
、

ら
専
か
わ
る
同
五
引
の
治
刑
判
的
～
m聞
や

、、
kvh

ロ
円

心
む
晴
子
〈
の
関
係
、
あ
る
い
は
、
憲

υ

政
1
y

一
刑
訴
、
、
仏
一
一
九
条
項
の
州
内
向
い

も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
改
め
一
て
検
討
ピ
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
に
い

同事訴訟法ー ん主 "'Hiこっし℃：.I) 

川
官
・
前
掲

d
－1
｝

一

Jc 

戸

－M

山
川
｛
円
筒
「
川
市
J
－

心

革

法

』

九

九

ノ

l
－
一
同
九

R
U

（
口
一
景
品
荒
川
一
げ
が
、
長
判
日
利
J

わ
刊
九
月
】
什
山
川
仏
米
二
巻
六
サ
川
J

江
川
以
来
一
括
討
し
、
判
例
仁
｛
ピ
ヘ
右
や
見
一
し
レ
る
湿
氏
収
集
一
引

拠
長
除
法
則
し
い
Uμ
』
梓
除
法
則
の
聞
係
に
つ
い
、
は
、
イ
院
に
改
め
て
続
可
ず
る
こ
し
に
r
F
Qド

ヘ附
J

C

心
成
法
上
川
口
制
限
拠
一
は
、
主
は
迫
P

止
の
ふ
合
乙
は
凶
山
一
今
去
に
、
市
町
叶
渋
淀
川
止
の
壊
ル
ペ
一
」
山
川
fd仏
一
朱
に
h

一
壮
一
ら
れ
る
も
の
と

さ
れ
↑
ω
「
四
戸
前
半
J

討
）
こ
ん
一
－
一
以
下
ん
が
f

山
七

－
山
一
川
｛
円
古
担
ぷ
ヘ
1
三
一
パ

4

一パ
C

｛

m
t十よ待。
4

刷
出
I
U

、6
J
一一一

HtJ町、

（

2

3
ェ
町
民
b
r
b
叫
が
足
以
技
査
抑
止
お
し
妓
山
内
ず
守
一
と
に
つ
い
＼
ぬ
刀
一
世
初
雪
斗

r
j一
一
二
百
は
、
「
戎
判
所
に
日
一
フ
L
z～
ー
ル
京
判

断
戸
町
能
か
…
／
い
よ
こ
一

T小
）
与
る
と
こ
3

ヘ
土
い
ら
、
は
た
し
て
J
れ
日
け
法
の
あ
る
べ
き
法
能
主
め
か
V
M
問
が
な
い
亡
は
k
い
」
〆
仁
一
三
相
判
い
1

一

川
｛
円
古
川
作
t
J引

1
二一一

ργ
ハ向つ
「
古
寺
問
。
州
版
、
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る
乙
も
に
、
一
将
京
の
抑
斗
川
町
に
一
村
恥
念
ニ
ノ
｝
な
く
、

y
」
苦
い
口
組
弘
治
山
れ
に
お
け
る
技
ヘ
I
一
一
間
関
心
不

r
tれ
L

一
杭
の
引
推
こ
J

て
、
」
止
は

の
役
割
む
は
な
い
か
L

L

｝
て
、
「

U
K
A
去
の
主
尽
者
～
る
裁
判
川
に
汁
v
、
足
立
行
h
A，
の
一
も
た
つ
す
市
平
へ
一
一
般
小
プ
て
の
認
定
を
ぷ
め
、

保

npど
い
久
点
止
る
こ
と
は
お
巴
的
に
も
干
店
で
あ
る
一
日
一
段
・
前
U
刊
行
一
一
（
1
＼
仁
八
民
一
一
、
れ
る
沼
一
h

、
当
心
事
内
そ
の
L
の
心
併
が
の

安
当
洋
｛
凶
持
前
掲
占
許

r
t
二
七
ニ
ー
コ
三
一
と
い
っ
半
4
1
u
m
を
ド
一
ア
ル
唱
に
へ
れ
7
之

さ

〈
J

r

三
十
院
す
る
〕
こ
の
点
、
ァ
ド
九
前
喝
、
書
許

ツ
一
一
一
へ
九

E
は
、
定
山
排
除
尚
を
、
一
昨
れ
た
山
l
T
1拠
し
て
真
相
認
定
心
交
じ
に
川
用
い
る
こ
土
ば
、
回
一
人d
の
語
表
的
援
直
性
及
び
向

い
の
杭
山
ド
を
没
司
ず
る
J
ζ

に
な
？
、
ま
P

」
用
い
な
」
と
に
亡
平
一
、
い
叫
ん
に
b
っ
k

叶
列
記
’
；
心
ぽ
人
、
主
J

い
を
約
V

L

止
し
、
J
F
ぺ
て
ほ

査
に
お
け
ス
一
沼
通
ム
手
苅
ト
保
降
、
V
1
℃
1

！／））
q

る
見
解
し
下
）
l

品
川
グ
、
二
一
い
る
ー

戸
川
）
ち
な
み
に
、

H
M
e
則
一
掲
書
主
一
M
J
以
（
ノ
一
日
に
、
最
ι
仙
北
判
所
が
前
掲
心
川
町
一
川
門
店
相
立
二
牛
九
月
？

U
ぷ
水
、
採
用
し
て
い
る
ー
追
－
刊

収
集
迂
拠
併
へ
山
市
効
力
説
拠
に
一
J

い
夕
、
、
れ
一
穴
お
に
は
、
迎
I
J
Z

続
き
か
一
俣
ぬ
と
し
、
一
れ
吉
宗
叫
す
る
た
け
り
に
そ
の
ー
ゴ
抗
心
什
4

山山戸ヨ

段
と
ご
三
山
知
除
法
則
を
一
時
並
一
山
比
三
一
」
い
え
L
ろ

も
L

りへ
J

ん
、
附
打
点
効
同
に
J
u
v
一
二
K
L
7勺）

h
F合
、
泊
中
、
心
保
障
は
将
来
に
お
日
る

干
県
士
J

江
川
悦
川
町
に
い
れ
る
の
で
、
抑
れ
の
考
え
方
と
矛
一
店
ず
る
ミ
り
て
は
な
い
乙
し
て
い
る
士
一
仁
、
一
立
リ
手
伝
り
主
が
、
ニ
の
よ
～
ー

な
コ
の
聞
に
な
る
川
市
民
さ
用
い
う
れ
る
、
乙
で
舎
の
Y

乙
会
指
mh」コる
J

乞
の
と
〕
て
、
川
町

ir山
口
州
川
事
守
山
、
山
一
一
日
基
本
間
制
一
一
在
丈
昔
、

九
八
八
つ
」
↓
九
一
只
み
も
r伊
J
J

（吋
J

川
市
・
前
掲

d
、f
J

一
九
二
｛
H
H
川
Ar

－N
一
川
山
刷
一
括
合
汗
一
川
一
二
問
ヒ
良
い
か
下
、
多
川
反
抗
「
日
白
の
粁
ミ
刊
〉
そ
の
リ
一
五
松
忌
土
市
川
H

h

ハ
ム
正

f
雨
而
川
ωμ
寸
日

r
u
d
渋
川
争

ロ
ロ
一
有
交
問
、
判
円
、
一
九
九
汗
）
一
ー
九
八
一
E
J

一
応
～
大
津
前
抱
一
J

5
二

百

I
u
h
I
t
u
m

－
m一
打
計
一
棺
伊
記
へ
い
」
川
内
一
戸
ハ

｛
つ
な
お
、
川
出
品
川
以
れ
一
己
認
4
弘
比
九
劫
に
h

つ
F
L
獲
得
さ
れ
に
一
三
一
出

2
一
二
百
足
」
…
川
悦
一
ハ
一
八
日
へ
ん
九
九
刊
｝
七
円
以
、
斗
注
共
U
V
J
t

E
っ
さ
、

λ
回
一
り
段
骨
院
関
に
f

っ
f

は
同
に
ロ
つ
よ
り
つ
れ
七
山
J
1
0
恒
店
等
に
つ
い
て
、
「
主
伝
あ
る
IJ
は
刑
訴
誌
の
亙
木
市
川
念

r

U
A
1
て
い
る
／
評
切
さ
れ
φ
」
r

」
し
て
、
道
半

T
続
十
円
以
に
一
一
。
一
司
拠
持
除
心
円
能
性
を
－
小
股
」
3
7
匂一

｛
川
治
、
二
れ
向
、
注
了
川
山
排
咋
U
Aに
へ
ん
諒
さ
れ
る
見
併
勺
な
か
で
も
、
一
小
に
意
山
一
山
吉
一
注
法
制
丸
心
ア
庁
、
空
に
斗
戸
、
づ
き
併
合
r
、ト引いる山ハ
γ

口
一
の
宗

本
的
川
市
場
人
μ
と
L
て、

r

一
心
的
の
い
く
「
一
古
の
担
割
1
Y
M
明
日
独
i

一
川
町
田
由
」
〉

L
7
付
吾
コ
リ
る
J

＼
宍
こ

lrL」
怯
「
る
H
L
L
相
性
ぶ
、
司
店
法
以

ーム

川3
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除
日
夜
か
ら
は
進
出
下
段
の
抑
制
と
し
う
民
望
的
・
波
注
文
お
な
川
町
が
強
訴
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
山
洋
一
仏

7
段
に
よ
っ
に
議
得
さ
れ

た
副
抑
土
利
用
手
、
有
罪
と
J

る
、
乙
心
不
当
性
し
〈
｝

γ1開
宣
も
石
遇
、
一
て
は
な
っ
一
公
い
で
あ
ろ
う
と
折
抗
し
て
い
る
の
は
が
唆
的
と
あ
る

一
鈴
大
叩
前
指
ふ
一
1
｝
日
一
巨
一

一
川
ゴ
も
つ
v

も
、
即
叫
ん
仙
抵
の
に
障
を
一
一
正
う
云
A
J
O
v

し
ん
珂
解

yブ
を
ご
石
7

一
き
る
か
7
F

ム
カ
は
、
別
誌
で
品
目
々
。

p
h
J

一
、
］
γ

巳
一
味
除
淀
川

の
丈
脈
に
記
い
て
は
、
「
以
ね
什
と
「
供
述
心

U
H」
り
詰
ベ
J

4
起
の
も
刀
〉
－
て
明
い
ら
れ
守
℃
ふ
J
7
0
い
ミ
一
、
判
者
心
関
係
に
つ

L
て

も
改
i

い
ん
こ
検
討
す
る
ム
ホ
沿
が
あ
ん
V

三
「
に
門
一
わ
れ
る
こ
の
同
市
慌
に
出
L
て
は
、
次
訴
仏
法
に
お
し
ー
ム
明
討
す
ム
匂

（
川
～
こ
り
点
、
弁
｝
＃
一
一
売
れ
円
子
計
一
川
一
七
一
円
、
は
、
常
一
凶
（
ヘ
条
羽
口
「
l
｝
に
不
利
半
以
供
述
チ

M
tさ
れ
な
い
権
利
中
、
羽

4

2
r一
ば
緯
来
の
長
一
よ
手
続
の
給
R
A
j
わ
れ
る
一
」
〉
に
な
る
か
よ
）
し
れ
ぽ
い
字

L
E
h
w利
ム
恨
の
治
主
な
保
設
4
、
レ
公
〈
、
、
？
似
て
の
宗
似
の
［
い
い
い
的

ー
「
て
る
も
の
一
心
何
L

L

I
、
斗
げ
、
了
て
の
よ
う
に
し
て
い
寸
ら
孔
↑
コ
に
山
地
心
排
件
は
、
品
発
点
で
あ
る
住
町
一
以
vV｛
口
身
心
従

21、主

た
、
庖
よ

T
慌
の
保
障
む
妥
ー
す
る
と
こ
ろ

f
Jめ
る
と
い
メ
」
令
LY
ア
J

て
い
る
ぐ

7
と

こ

り

に

間

L
亡
、
土
不
武
1

町
一
刑
事
叫
訟
法
要
義
一

7
臼山花問、

t
九
一
年
、
カ
五
仁
ハ
ぷ
、
見
法
排
除
』
」
L
V
J

す
る
批
判
r一じて、

哨
一
本
山
述
註
刻
印

3
v
t
の
物
誌
は
、

f
m
v
え
長
方
川
町
の
い
？
刀
ん
に
よ
り
て
、

z
y
物
白
川
休
カ
注
質
、
形
状
vl
変
伐
を
き
〕
」
J

こ
日
え
は
な
：
、
ど

の
剖
拠
乙
し
て

w
加
佐
に
治
去
を
き
｛
／
す
こ
こ
は
日
ハ
わ
に
対
1
－e

伏
述
証
拠
h
j

る一
U
円
ば
、
そ
引
い
成
品
川
ヤ
十
段
い
か
；
日
一
4
r
一
ー
前

三
山
h
ー
も
人
権
侵
詳
の
お
す
れ
が
μ
一
山
る
の
凡
な
ら
ず
、
川
市
浪
内
容
に
宗
ち
ー
～
、

z－
の
在
地
／
」
し
と
の
何
告
に
影
響
を
及
ぼ
寸
お
そ
れ
ど
の
る

が
、
ノ
C
心
h

一
険
〆
了
i

み
巾
川
計
京
国
口
、
片
山
か
一

τー
佳
九
日
一
に
な
さ
れ
る
h

｝
と
に
な
る
が
山
え
に
、
証
拠
炉
、
九
prvμ

可
る
に
）
て
も
不
Hr京
な

凶
自
に
限
定
し
ご
」
い
一
〕
作
柄
い
つ
4
0
u

一
日
～
忙
ぷ
前
担
任
司
ヮ
こ
へ
ノ
当
d

－
明
日
山
一
川
｛
円
古
担
ぷ
ヘ
1
」
一
八
九
古
パ
C

ヘ川肘
J
リ

J
h暗
記
PU
一
総
介
ιzh
例
研
究
主
舎
で
事
訴
話
法
刊
一
（
心
同
支
問
、
九
五
二
小
十
）
一
一

R
J

（
主
十
八
九
時
ね
合
唱
J
へ
ワ
ご
ヘ

nJ
仏
頁

J

－M
）

E
J
V
ほ
川
、
一
げ
け
ま
性
心

J
L
一u
y
J
m
川
円
故
に
排
斥
く
ど
れ
る
の
か
と
い
う
均
一
斥
の
川
山
」
p

一
つ
い
ー
は
、
一
L

悦
山
人
、
、
絞
u
dげ
1
ば
供
州
問
問
合

格
安
持
一
つ
一
ー
、
レ
る
一
刀
b
ι
t号
、
山
冊
以
口
d

辻一J
に

三
J

て
作
ツ
っ
す
れ
P
」いい門川広
w

つ
洪
飛
行
ヨ
ヘ
一
一
昨
u
f」円r
J
z
u
L
P
J
h
Z
J
r
のい
U

出
で
あ
る
力
ら
、
て
の
一
一
拠
能

力
を
否
定
ち
べ
き
も
の
三
あ
ム
（
プ
」
寸
る
考
え
方
し
ー
強
制
、
持
同
等

r
hる
l
！
一
に
公
司
の
椅
パ
…
T
h
l

コ
ロ
っ
一
、
こ
れ
を
許
杭

rv性
J
1
ζ
ρ
7
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守
ん
の
｛
が
忠
る
｝
折
苅
ナ
ブ
匂
寸
U
川
町
己
、
ぷ
卜
六
日
や
別
人
以
対
J訴
訟
u

仏
1
れ
一
諮
問
題
一
げ
花
辛
店
、
ん
4
2
4
J

ヘ川
J
R
H
）
宇
一
小

作
戸
山
な
z
H
Eは
地
詩
話
e

枝
川
門
人
の
供
述
心

n力
主
の
人
権
一
？
伝
1

－
て
得

γhr刀
て
お
り
、

k

心一白一ヘ惟恨
E
げ日刊
J

訴
訟
内
の
一
将
J

ほ
ど
認

仏
民
、
正
～
人
一
一
丸
dft供
述
の
芦
安
心
ゲ
一
汚

ι一：
Q
？
〕
仏
叫
に
も
、
一
心
拠
か
ら
排
除
し
て
J

＼
？
？
と
一
る
14
付
則
－
「
同
い
け
刊
叫
ん
正
一
日
半
介
幸
一
守
「
コ
ン
メ
ノ

タ
1
J

ル
川
宇
訴
訟
日
へ
司
代
人
ζ
汁

J
Y

ん一へん「、

ι四
百
｝
も
み
る

二
訂
）
こ
J
V
F

、
ト
ヘ
川
判
別
掲
＝
計
一
つ
づ
ヘ
＼
j

力
LRは
、
人
保
持
ι
叫
日
況
は
、
在
リ
立
工
、
は
が
ψ

な
手
段
に
し
よ
ハ
て
収
注
さ
れ
た
口
l
p
一
つ
い
て
は
、

口
忠
也
に
川
町
吐
い
か
hu
る
か
ぎ
に
お
し
て
こ
れ
を
排
准
ず
る
と
い
ろ
川
で
、
進
法
収
集
γ

一
一
犯
俳
徐
よ
込
む
に
ウ
山
一
三
J

同
勺
ど
も
存
有
1

d

k

レ
る
と

｝
て
よ

v
で
あ
ろ
ミ
ー
と
し
、
品
川
，
↓
口
掲
害
誌
の
己
）
一
じ
パ
f

口
、
人
権
踏
ま

d
h
、
1

任
主
一
件
に
悦
川
止
の
山
市
川
ど
ほ
主
斗
一
J
A
J
J
L
辺
氏

γ
h
u
t
な
げ
丘
小
定
士
排
除
↓
る
A

止
ハ
4
閉
式

r
一
す
る
一

ιyJL
九
る
児
院
と
し
て
紹
介
L
～
う
え
で
、
こ
れ
を
強
認
す
れ
f
m
、
川
口
孔
か
ら
も
役

U
俳
町
14

一－古川
H
I
N

－
4

に
司
ピ
結
P

一
号
隔
が
白
河
つ
れ
る
一
－

Am病
」
司
令

Q
U

（
刻
一
言
本
合
指
V
F

けて一臥ヘ
2
J
二

t
－弓（）

戸
川
川
）
十
八
洋
・
前
担
、
ャ
山
（
A
h
－日一白
v

戸
川
、
江
角
一
古
市
民
門
司
J
4
」

頁

f

－
れ
鈴
本
芦
目
指

r
｝れ一一一一山戸九日

（
け
：
小
林
・
前
掲
』
～
つ
J

J

H

九
百
っ

－
刊
一
川
｛
円
古
担
門
記
ヘ
店
内
九
向
、

ヘパ
H

J

M

町

κγ
前
拘
斜
川
出
μ
（

2
J
二
一
民

一
仁
川
～
一
打
ボ
前
抱
一
J

）
川
二
六
当l
－d

－M
一
こ
の
い
れ
～
関
正
し
亡
、
鈴
木
計
担
一
引
ヘ
l
）五一

4
4い
は
、
不
任

UAH己
抗
叫
し
片
手
段
一
U
体
の
違
件
、
什
LY

、
ド
H
U
き
件
に
山
東
一
一
、
J7ω

、古川出

往
し
一
ば
、
一
山
布
川
u
L
L
、
｛
い
い
口
排
へ
j
切
比
一
徒
三
い
る
主
体
的
な
迫

tvv勺
ヨ
構
成
す
る
の
r
h
J
h
、
一
点
心
丑
江
川
」
y
J

疋
け
れ
ば
、
て
し
ゃ
ん
と
日
出

万
り
進
伝
刊
山
h
仇
く

juv、
「
一
心
折
除
宗
主
従
ベ
汁
γ

匂
の
に
分
で
あ
る
一
と

μ明
ち
る
（
ま
に
、
小
林
一
出
向
註
一
〉
＼
六
向
f

口
、
「
（
任
意

性
］
の
決
定
に
へ
は
L
とは｝一

l
仁
川
市
引
の
市
刊
に
用
｝
九
一
手
段
か
類
型
的
円
任
忠
世
に
続
し
を
止

t
さ
ヤ
る
も
の
で
あ
る
引
が
v
f
局
さ
れ
る
と
〕
出

計
炊
で
あ
hJ
、
4
5
4
1
辺
に
波
大
1
Z
L
h
m
v
山
本
法
〉
一
川
町
に
当
人

J
C
ぞ
れ
I
J
M川
一
段
苔
）

L
理
状
況
斗

1
2
M
3ケ
工
影
響
乞
Z
t
M
ナム
ω
ニ
｝
を
山
市

止
ず
る
も
♂
て
は
ほ
し
と
思
十
わ
れ
る
か
～
一
、
さ
心
意
味
L

は
、
江
い
意
刊
説
と
進
法
防
除
誌
の
判
断
不
平
に
は
l

七
九
且
ず
る
も
心
ペ
J
h
る
1

L

J

J

L

ーム
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よ
し
で
の
〆
ノ
ラ

ν

再
論
す
る
〈

五
、
こ
の
去
、
咋
引
い
お
l

台
詳
、
つ
）
ハ
什
向
日
問
、
「
人
権
一
附
設
り
理

h
一
と
し
て
、
「
ほ
ん
げ
官
よ
λ
不
古
な
同
査
多
品
｛
υ
折
杭
パ
り
ほ
か
、

設
j

口
九
二
対
寸
7

匂
辺
正
手
u

材
、
し
保
同
町
一
を
示
げ
る

一
日
日
～
叫
1

野
前
担
任
訂
↑
）
二
二
七
百
“

－
刊
一
揖
川
心
計
一
担
門
記
ヘ
l
」
上
九
二
点
九
）

へ川川
J

閉
め
叩
川
口
川
説
に
つ
い
く
は
、
こ
れ
を
、
内
一
U
白
は
一
般
に
4
5
一
以
と
に
向
v
k
y

－－一一一七力りこず－

mr一、
J

一
わ
る
直
守
口
ρ
主
1
1
快
い
そ
れ
が
法
引
仁

1
A
る
は
お
い
九
一
」
日
危
険
性
は
「
い
よ
さ
い
一
と
い
う
証
明
政
誌
の
克
厄
会
つ
一
副
拠
し
r

戸
、
の
貨
此
ル
必
至
子
っ
た
も
り
と
み
〉
」
7

9

m

併ーと
L

る
北
問
主

α？
わ
げ
と
は
な
い
日
へ
ギ
埼
京
掲
書
よ
ヘ
l
」
一
七
九
戸
！
と
、
投
的
戸
は
な
い
）

｛
日
！
除
f
h
u

・
前
出
門
主
（
）
？
九
二
白
パ

（
川
一
挙
巴
千
九
掲
u
ぷ
二
一
ん
八
当
、
よ

戸
川
）
十
八
洋
・
前
担
、
ャ
山
（
つ
ご
一

ybhι

｛
川
、
白
川
偽
出
川
町
孔
は
、
モ
の
音
附
で
は
け
十
一
時
除
以
却
を
、
定
＋
一
川
中
内
J
4

川
d

円
十
一
祝
日
折
、
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
一
つ
こ
ζ
L
J
ζ
J
土手ー

な
お
、
河
本
計
一
指
三
μ

戸川

f
由
民
は
、
違
法
排
除
読
を
お
慌
／
〕
し
て
、
同
川
（
り
剖
拠
能
力
ド
悶
ー
一
j
z
h
偽
荊
除
心
飢
hr

に
つ
い
て
は
、
円

日
排
除
一
昨
引
の
山
山
色

ν
L
て
考
店
1ノ
な
／
て
も
、
一
緒
強
引
”
拠
の
百
に
お
ハ

1
1
t
る
i

い
は
刊
亦
↓
一
ア
：
ー
に
よ
令
作
血
児
也
調
査
の
FM
に
お
し

て
、
－
パ
r
G忘
さ
れ
る
会
山
明
日
一
あ
る
一
と
指
悼
す
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－
山
↓
寸
川
合
括
経
ハ
主
フ
ニ
仏
間
由
民
心

一
日
～
渡
辺
前
担
任
訂
↑
）
八
百
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－
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一
こ
心
に
問
v
f
h

、
干
好
・
町
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日
間
古
市
ヘ
／
九
七
八
ば
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府
偽
お
除
に
つ
い
て
、
り
い
れ
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一
閉
じ
九
一
一
言
、
ず
る
な
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任
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性
心
叫
い
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て
他
心
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芯
世
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d
先
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し
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ー
と
き
に
、
ネ
一
心
正
終
日
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向
山
η
5
れ
る
み
汁
で
な
く
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山
山
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作
て
前
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円
切
れ
る
ニ
と
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な
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一
乙
L
、

「
同
音
機
関
心
J
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砕
い
強
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一
中
防
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す
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情
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る
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こ
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依
山
ょ
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γふ
説
士
と

る
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九
「
一
片
山
、
／
〈
二
円
安
ム
「
一
F

ノ
ム
匂
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）
心
一
い
う
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き
で
i

の
ろ
み
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｛
川
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川
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掛
け
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八
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ヨ
体
的
崎
主
的
士
市
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一
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い
い
白
俳
た
市
一
一
に
つ
い
て
、
ー
司
法
の
機
砲
を
恥
諸
べ
の
ア
ム
ハ
斗
さ
に
交
わ

り
な
く
被
川
口
人
カ
被
疑
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尖
デ
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、
れ
し
L

か
r
む
か
の

m
判
断
寸
守
、
と

r
…
沿
い
て
い
る
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ー
疑
問
が
践
る
一
と
指
摘
て
る
ι
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